
次回地方会のお知らせ 

第59回日本消化器集団検診学会関東甲信越地方会 

開催日：平成12年3月25日（土） 

会場：群馬県社会福祉総合センター 

(新前橋駅北口100 メートル） 

第 5 8 回 日 本 消 化 器 集 団 検 診 学 会 関 東 甲 信 越 地 方 会 プ ロ ク ラ ム 

日時：平成 1 1年 9月 1 8日（土）午前 9時（受付開始） 

場 所 ： 日 本 大 学 会 館 大 講 堂 ひ は 0 3 ̶ 5 2 7 5 ̶ 8 1 1 2 〉 

〒102-8275東京都千代田区九段南4 ̶ 8 ̶  2 4 

」屮，営団，都営地下鉄【市ケ谷駅】下車徒歩3分 

地方会会長：岩崎有良〔駭河台日本大学病院内科〕 

【午前の部】 

〔9 ： 25 ̃  9 ： 30〕 

開会の辞第58回地方会会長 岩崎有良 

〔9 ： 30 ̃  9 ： 44〕 

一般演題 I座長防衛医科大学校第 2内科宮原透 

1.「上部消化管検査における被検者の苦痛感」 

群馬県立医療短期大学 倉石政彦ほか 

1.「当センター上部消化管健診成績と発見食道癌の検討」 
？乙東京健康管理センター 堺泉ほか 

〔9 ： 44～10 ： 05〕 

一般演題II座長茨城県総合健診協会 齋藤洋子 

3. 「高濃度低粘性バリウムの描出能の検討」 
一胃間接X線検査における新撮影法の採用より一 

横浜市立市民病院放射線科青柳孝行ほか 

4， 「前庭部病変描出能の検討」 

安房医師会病院放射線室 安川和之ほか 

5. 「ぺプシノゲン法職域胃集検の発見胃癌および胃腺腫の 
年次別検討」 

東邦大学第1内科 笹島雅彦ほか 

〔10 ： 05 ̃ 1 0 ： 26〕 

一般演題 I I I座長群馬県健康づくり財団今井貴子 

61 「最近10年間の見逃し例の検討」 

伊勢崎佐波医師会 堤京子ほか 

I. 「小千谷市における胃検診の取組みと胃癌死亡の推移」 
小千谷市健康福祉課 篠田浩子ほか 

も.「横須賀市における胃力5ん検診および大腸力5ん検診の成績」 

橫須賀市立市民病院 大西雅彦ほか 

〔10 ： 26 ̃ 1 0： 47〕 

一般演題!V座長日本大学第3内科 栗原竜一 

9. 「注腸X線検査の撮影体位の検討ほ）」 
一臨床病変による検討一 

戸塚共立病院放射線科 井上敏雄ほか 

10. 「離島における大腸癌検診の検討」 

日本大学第3内科 赤井祐一ほか 

II. 「特殊な職域集団における大腸2次検診の現状」 

防衛医科大学校第2内科 黒木雅彦ほか 

〔10 ：47～11：08〕 

一般演題 V座長獨協医科大学第 1外科高田悦雄 

12. 「当施設の超音波検診における放射線技師の関わりと 

超音波検診スクリーナーの養成，教育に関する検討」 

横浜市立市民病院放射線科橋本昭宏ほか 

13. 「アンケート調査よりみた全国社会保険病院における 

超音波検査の現状について」 

川崎社会保険病院検査課 藤田光広ほか 

14. 「腹部超音波検査における脂肪肝患者と正常者間の 

成人病の合併についての検討」 

日本大学総合健診センター 青山高子ほか 

〔1に08～11：29〕 

一般演題VI座長横浜市立市民病院がん検診センター 

増田英明 

15. 「当センター腹部超音波検査方法と発見疾患について」 

I^東京健康管理センター 武田一臣ほか 

16. 「某事業所における腹部超音波検診の成績」 

日本予防医学協会 渡辺均ほか 

17. 「関東中央病院人間ドックにおける腹部超音波検診」羞 

関東中央病院健康管理科 小島正久 

〔11：29̃11：50〕 

一般演題VI座長駿河台日本大学病院内科小川眞広 

18. 「離島における過去6年間の腹部超音波検診の成績」 

日本大学第3内科 古田武慈ほか 

19. 「食品別にみた胆嚢収縮動態の検討」 

日本予防医学協会東日本支部久須美隆ほか 

2^ 「腹部超音波集団検診で発見された肝悪性リンパ腫の一例」 

日本大学第3内科 藤根里抄ほか 

〔12 ： 00、13 ：10〕 

世話人会（アルカディア市ケ谷4階鳳凰東の間〉 

〔13 ：20-13 ：40〕 

総会 代表世話人 丸山雅--

【午後の部】 

〔13 ：40̃14 ：20〕 

[教育講演]司会駿河台日本大学病院内科岩崎有良 

「胃集検における精度管理の今日的課題』 

長野県成人病予防協会常務理事宮下美生^ 

〔14 ： 20～15 ： 20〕 ^ 

[特別講演]司会東邦大学第1内科 三木一正 

「肝癌の予防と予知の新しい視点』 

日本大学第3内科教授 荒川泰行 

〔15 ：20～17 ：20〕 

[シンポジウム] 

『胃集検における標準化撮影法の見直しは必要か』 

司会横浜市立市民病院がん検診センター 

今村清子 

神奈川県労働衛生福祉協会石渡良徳 

1.「胃集検における標準化撮影法の見直しは必要か」 

日本健康倶楽部千葉支部 山岸忠好 

2， 「新しい胃集検間接撮影法」 
東京都予防医学協会 佐藤清二 

3. 「胃集検における標準化撮影法の見直しは必要か」 
茨城県総合健診協会 酒井康 

4， 「胃集検における標準化撮影法の見直しは必要カリ 

神奈川県労働衛生福祉協会 本田今朝男 

5. 「前壁病変、スキルス胃癌からみた 
標準化撮影法の見直しの必要性」 

東京都がん検診センター 長浜隆司 

61「新しい胃間接撮影法の試みとその実際」 

癌研究会付属病院総合健診センター 

馬場保昌 

特別発言東京医科大学成人病検診センター 

海老根精二 

癌研究会付属病院内科 丸山雅ー 

〔17 ：20～17 ：25〕 

閉会の辞次期会長群馬県医師会長 家崎智 

〔17：30～〕 

【懇親会】 

《アルカディア市ケ谷5階大雪の間〉 

胃 集 検 通 信 

〔日本消化器集団検診学会関東甲信越地方会機関紙〕1部頒布定価'.卿円〔デ共〕 

題字，黒川利雄先生 

代 表 世 話 人 市 川 平 三 1 1 1 5 先 生 

『 レ ン 卜 ゲ ン 賞 受 賞 』 
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視

点
 

思
い
遣
り
の
な
い
医
師
の
話
 

は
マ
ス
コ
ミ
に
よ
く
話
題
に
さ
れ
 

ま
す
。
報
じ
ら
れ
た
こ
と
が
真
 

実
な
ら
ば
さ
も
あ
ら
ん
と
い
う
 

内
容
の
も
の
で
あ
り
、
医
師
は
 

威
張
っ
て
い
る
と
か
、
患
者
の
立
 

場
に
な
っ
て
診
療
を
し
て
い
な
い
 

と
い
、
つ
よ
、
つ
な
こ
と
は
日
常
の
 

診
療
行
為
の
な
か
で
は
必
ず
あ
 

る
こ
と
な
の
で
し
よ
う
。
勿
論
、
 

こ
れ
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
か
ら
私
自
身
も
串
¦者
か
ら
そ
 

の
よ
う
に
思
わ
れ
な
い
こ
と
を
 

信
条
に
し
て
い
ま
す
。
 

医
師
の
親
切
、
患
者
の
不
親
切
 

丸
山
雅
 

代
表
世
話
人
代
行
 

癌
研
究
会
附
属
病
院
内
科
部
長
 

と
こ
ろ
が
、
逆
に
患
者
が
医
 

師
に
対
し
て
不
親
切
で
思
い
遣
 

り
の
な
い
場
ム
ロ
も
あ
り
こ
と
は
 

マ
ス
コ
ミ
は
ま
っ
た
く
と
り
あ
げ
 

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
 

し
、
こ
れ
は
三
時
間
待
っ
て
三
 

分
間
の
診
察
時
間
と
い
う
日
本
 

の
医
療
の
現
状
で
は
非
常
に
重
 

要
な
、
」
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
 

訴
え
で
来
院
し
た
中
高
年
の
患
 

者
に
、
と
こ
ろ
で
、
今
、
他
の
病
 

院
か
ら
も
ら
っ
て
飲
ん
で
い
る
薬
 

は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
尋
ね
る
と
、
 

高
血
圧
の
薬
を
も
ら
っ
て
飲
ん
で
 

い
ま
す
、
と
答
え
る
場
合
が
よ
 

く
あ
り
ま
す
。
薬
は
何
種
類
で
 

す
か
、
と
尋
ね
る
と
三
種
類
で
 

す
と
な
り
、
今
、
そ
れ
を
持
っ
て
 

い
ま
す
か
、
と
さ
ら
に
聞
く
と
、
 

い
や
自
宅
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
、
名
前
を
覚
え
て
い
 

ま
す
か
、
と
聞
け
ば
、
覚
え
て
 

い
る
人
は
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
。
こ
 

れ
な
ど
は
、
医
師
に
対
す
る
患
 

者
の
不
親
切
の
ひ
と
つ
の
例
で
 

す
。
 

最
近
は
、
薬
の
名
前
と
効
能
 

を
き
れ
い
に
印
刷
し
た
も
の
を
 

患
者
に
持
た
せ
る
病
院
や
薬
局
 

が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
 

で
も
全
体
か
ら
み
れ
ば
そ
れ
ほ
 

ど
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
 

胃
が
変
だ
か
ら
診
察
を
受
け
 

に
来
た
の
だ
か
ら
、
血
圧
の
薬
 

な
ど
関
係
な
い
だ
ろ
う
と
素
人
 

は
考
え
る
で
し
よ
、
つ
。
し
か
し
、
 

血
圧
の
薬
と
一
緒
に
抗
凝
固
薬
 

ゃ
抗
血
小
板
薬
な
ど
が
処
方
さ
 

れ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
 

り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
知
ら
な
 

い
で
胃
の
生
検
を
す
れ
ば
、
場
 

合
に
よ
っ
て
は
出
血
に
よ
っ
て
患
 

者
は
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
 

す
。
 

ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
で
異
常
 

が
あ
る
か
ら
精
密
検
査
を
受
け
 

な
さ
い
と
い
う
結
果
だ
っ
た
の
で
 

来
院
し
た
と
い
う
人
達
も
最
近
 

は
ず
い
ぶ
ん
多
く
な
り
ま
し
た
。
 

そ
れ
で
は
送
ら
れ
て
き
た
記
録
 

を
見
せ
て
下
さ
い
、
と
言
う
と
、
 

こ
れ
も
忘
れ
ま
し
た
と
い
う
人
 

の
方
が
持
っ
て
く
る
人
よ
り
も
 

ず
っ
と
多
い
の
で
す
。
こ
う
い
う
 

の
も
患
者
の
思
い
遣
り
の
な
さ
 

と
い
う
べ
き
だ
と
私
は
常
々
考
 

え
て
い
る
の
で
す
が
、
読
者
諸
 

氏
の
意
見
は
ど
う
で
し
ょ
う
 

か
。
 

検
査
の
結
果
に
異
常
が
あ
る
 

と
の
結
果
が
出
た
場
合
、
人
間
 

は
そ
ん
な
に
慌
て
て
、
頭
が
真
つ
 

白
に
な
り
、
大
事
な
検
査
結
果
 

の
記
録
さ
え
持
参
す
る
、
」
と
を
 

忘
れ
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
 

し
ょ
う
か
。
 

そ
う
だ
と
言
う
な
ら
ば
、
そ
 

れ
は
し
か
た
の
な
い
、
」
と
で
す
か
 

ら
、
ム
マ
度
は
、
そ
、
つ
い
、
つ
場
ム
ロ
 

の
行
動
の
仕
方
と
い
う
も
の
を
一
 

般
の
人
達
に
理
解
し
て
も
ら
う
 

た
め
の
手
段
を
医
師
の
側
が
と
 

る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
 

そ
の
く
ら
い
の
気
遣
い
が
患
 

者
の
側
に
な
け
れ
ば
、
患
者
と
 

医
師
の
関
係
は
対
等
に
な
る
，
」
 

と
な
ど
不
可
能
だ
と
思
う
の
で
 

す
が
、
そ
れ
こ
そ
が
医
者
の
傲
 

慢
さ
だ
と
反
論
さ
れ
る
か
も
し
 

れ
ま
せ
ん
。
 

，
〕
う
い
ゝ
つ
;̂も
あ
り
ま
す
。
 

最
初
に
受
診
し
た
病
院
で
睥
癌
 

の
疑
い
あ
り
と
い
う
、
」
と
で
色
々
 

な
検
査
を
受
け
た
が
結
論
が
で
 

な
い
の
で
三
ヶ
月
後
に
再
検
査
 

し
ま
し
ょ
う
、
と
言
わ
れ
た
。
 

し
か
し
、
と
て
も
不
安
な
の
で
 

も
う
一
度
検
査
を
し
て
も
ら
い
 

た
い
、
と
い
う
患
者
の
こ
と
で
 

す
。
 

私
は
、
こ
の
人
に
は
、
最
小
 

限
、
最
初
の
病
院
の
検
査
フ
ィ
 

ル
ム
を
措
り
て
ら
つ
し
ゃ
い
、
と
 

言
う
こ
と
を
原
則
に
し
て
い
ま
 

す
。
も
し
も
、
前
医
の
と
こ
ろ
 

で
撮
影
し
た
じ
丁
や
超
音
波
の
 

画
像
が
今
こ
こ
に
あ
れ
ば
、
た
 

ち
ど
こ
ろ
に
結
論
を
出
す
こ
と
 

が
で
き
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
 

す
。
し
か
し
、
も
う
一
度
検
査
 

し
て
結
論
を
出
す
と
す
れ
ば
い
 

く
ら
急
い
で
も
一
ヶ
月
は
か
か
る
 

で
し
よ
、
つ
。
そ
、
つ
な
る
と
、
^
 

配
で
今
こ
こ
に
来
た
意
味
は
な
 

く
な
り
ま
す
。
 

結
局
、
，
」
う
い
う
場
合
、
そ
 

の
患
者
に
対
し
て
医
療
行
為
す
 

る
時
間
よ
り
も
、
体
一
つ
で
来
院
 

し
た
こ
と
が
い
か
に
無
駄
な
こ
 

と
で
あ
る
か
を
説
明
す
る
時
間
 

の
方
が
ず
つ
と
多
く
な
る
の
で
 

す
。
そ
し
て
、
そ
の
時
間
の
無
 

駄
遣
い
は
、
診
察
を
待
っ
て
い
る
 

多
く
の
患
者
に
も
迷
惑
を
か
け
 

る
、
」
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
，
 

私
は
、
」
ん
な
患
者
が
一
日
に
一
一
一
人
 

も
来
た
ら
か
な
り
の
疲
労
感
を
 

覚
、
ん
く
た
く
た
に
な
っ
て
し
ま
い
 

日
本
の
医
療
は
、
外
来
診
察
 

を
例
に
と
れ
ば
、
確
か
に
三
分
 

間
と
い
う
の
が
平
均
か
も
し
れ
 

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
つ
 

て
も
、
私
は
、
そ
れ
ほ
ど
質
的
 

に
低
レ
ベ
ル
の
医
療
が
な
さ
れ
て
 

い
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
 

私
が
主
張
し
た
い
の
は
、
そ
 

ん
な
超
短
時
間
に
色
々
な
症
状
 

の
患
者
を
診
る
の
だ
か
ら
、
串
ね
 

者
の
方
も
も
う
少
し
、
医
師
に
 

協
力
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
、
つ
I」
 

と
で
す
。
 

日
本
対
 

ガ
ン
協
会
常
 

務
理
事
で
、
 

国
立
が
ん
セ
 

ン
タ
̶
名
誉
 

院
長
で
も
あ
 

る
巿
川
平
三
 

6
4
す
生
力
 

今
年
度
の
レ
 

ン
ト
ゲ
ン
賞
 

を
受
賞
、
去
 

る
四
月
十
七
日
、
先
生
が
招
か
れ
ド
 

イ
ツ
の
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
市
で
授
章
式
が
 

あ
っ
た
。
 

，
賞
』
は
、
X線
を
発
 

見
し
、
第
一
回
ノ
̶
ベ
ル
物
理
学
賞
を
 

受
け
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
生
誕
地
で
あ
る
 

レ
ム
シ
ャ
イ
ド
市
が
、
偉
業
を
讚
え
一
 

九
五
一
年
に
創
設
し
た
。
市
内
に
あ
る
 

ド
イ
ツ
，
レ
ン
ト
ゲ
ン
博
物
館
の
支
援
 

特
別
委
員
会
(
委
員
長
シ
ュ
ト
レ
ツ
 

フ
ァ
.ド
イ
ツ
，
レ
ン
ト
ゲ
ン
学
会
会
長
) 

の
推
薦
に
よ
っ
て
受
賞
者
を
決
定
す
 

る
。
 

こ
れ
ま
で
に
、
八
十
人
を
超
す
科
 

学
者
が
受
賞
し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
 

多
数
の
ノ
̶
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
出
て
お
 

り
、
市
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
賞
を
「
レ
ム
 

シ
ャ
イ
ド
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
と
呼
ん
で
誇
 

り
に
し
て
い
る
。
 

市
川
先
生
の
受
賞
理
由
は
「
胃
腸
 

の
放
^̂
学
的
領
域
の
科
学
的
貢
献
、
 

特
に
胃
が
ん
の
早
期
発
見
」
と
さ
れ
て
 

い
る
。
日
本
人
で
は
、
九
五
年
に
京
大
 

放
射
線
医
学
阿
部
光
幸
教
授
が
「
温
 

熱
療
法
の
開
発
と
放
射
線
治
療
学
へ
 

の
貢
献
」
で
受
赏
し
た
の
に
続
い
て
一
一
 

人
目
。
(「
対
ガ
ン
協
会
報
」
よ
り
 

許
可
を
得
て
転
載
) 

会
会
 

リ̂
8行
集
 

日
関
一
は
発̂
編
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胃集検標準̶撮影方式の新提笔 

順位 
提案者 1 2 3 4 5 6 8 9 

昭和5 8年 

学会答申 

撮影方式 

み-1 腹臥位粘膜像 腹臥位充盈像 背臥位二重造影 

正面像 

背臥位二重造影 

第一斜位像 

背臥位二重造影 

第二斜位像 

立位充盈 

正面像 

立位充盈 

第一斜位像 昭和5 8年 

学会答申 

撮影方式 

ん2 腹臥位粘膜像 腹臥位充盈像 背臥位二重造影 

正面像 

背臥位二重造影 

第一斜位像 

背臥位二重造影 

第二斜位像 

半臥位二重造 

第二斜位像 

影 立位充盈 

正面像 

昭和5 8年 

学会答申 

撮影方式 

八-3 腹臥位充盈像 腹臥位二重造影像 背臥位二重造影 

正面像 

背臥位二重造影 

第一斜位像 

背臥位二重造影 

第二斜位像 

立位充盈 

正面像 

立位充盈 

昭和5 8年 

学会答申 

撮影方式 

背臥位二重造影 

正面像 

背臥位二重造影 

第一斜位像 

背臥位二重造影 

第二斜位像 

立位充盈 

正面像 第一斜位像 

昭和5 8年 

学会答申 

撮影方式 

ん4 腹臥位充盈像 腹臥位二重造影像 背臥位二重造影 

正面像 

背臥位二重造影 

第一斜位像 

背臥位二重造影 

第二斜位像 

半臥位二重造 

第二斜位像 

影 立位充盈 

正面像 

北川まゆみ 

(早期胃癌検診協会） 

食道第1斜位 

二重造影像 

背臥位二重造影 

正面像 

背臥位二重造影 

第一斜位像 

背臥位二重造影 

第二斜位像(頭低位〉 

腹臥位二重造影 

正面像(頭低位） 

腹臥位二重造影 

第二斜位像(半立位） 

右側臥位 

二重造影像 

背臥位二重造影 

第二斜位像(振り分け） 

立位二重造影 

第一斜位像 

佐藤清二 

(東京都予防医学協会） 

背臥位二重造影 

正面像 

背臥位二重造影 

第一斜位像 

背臥位二重造影 

第二斜位像 

腹臥位二重造影正面～ 

第二斜位像(頭低位） 

腹臥位二重造影 

第一斜位像(頭高位） 

右側臥位 

二重造影像 

背臥位二重造影 

第二斜位像(振り分け） 

立位二重造影 

第一斜位像 

山岸忠好 

(日本健康倶楽部） 

背臥位二重造影 

正面像 

背臥位二重造影 

第一斜位像 

腹臥位 

二重造影像 

背臥位二重造影像 背臥位二重造影 

第二斜位像(頭低位） 

半臥位二重造 

第二斜位像 

影 立位二重造影 

第一斜位像 

酒井康 

(茨城県総合健診協会） 

背臥位二重造影 

正面像 

背臥位二重造影 

第一斜位像 

背臥位二重造影 

第二斜位像（頭低位） 

膣臥位二重造影 

正面像 

背臥位二重造影 

第二斜位像(振り分け） 

右側臥位 

二重造影像 

立位二重造影 

第一斜位像 

木村俊雄 

(労働医学研究会） 

竹野数馬 

(山梨県 

健康管理 

事業団） 

1案 腹臥位充盈像 腹臥位二重造影 

正面像(頭低位） 

腹臥位二重造影 

第一斜位像(頭高位） 

背臥位二重造影 

正面像 

背臥位二重造影 

第一斜位像 

背臥位二重造 

第二斜位像 

影 右側臥位 

二重造影像 

竹野数馬 

(山梨県 

健康管理 

事業団） 

2案 腹臥位二重造影 

正面像(頭低位） 

腹臥位二重造影 

第一斜位像(頭高位） 

背臥位二重造影 

正面像 

背臥位二重造影 

第̶斜位像 

背臥位二重造影 

第二斜位像 

右側臥位 

二重造影像 

立位充盈像 

表から読み取れる検討課題 

1.腹臥位「粘膜像」は省くか 5， 

2， 「充盈像」は必要か 6， 

① 「充盈像」は二重造影像に比べ診断能が低いか1 
② 高濃度バリウム少量使用で意味がないか 8， 

ョ.腹臥位二重造影が主でよいか え 

斗.「食道二重造影」を取り入れるか 

他に必要な造影像はないか 

順位は腹臥位からか背臥位からか 

7枚が基準か 

体位変換方法を決めなくてよいか 

発泡剤の服用については 

標
準
撮
影
方
式
を
ど
う
変
え
て
い
け
ば
よ
い
か
 

昨
年
9月
開
催
さ
れ
た
第
お
回
関
東
甲
信
越
地
方
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
胃
集
検
に
お
け
る
後
継
者
育
成
の
現
状
と
問
題
 

点
」
で
、
早
期
胃
癌
検
診
協
会
の
北
川
ま
ゆ
み
放
射
線
技
師
よ
り
、
「
胃
集
検
に
お
け
る
標
準
撮
影
方
式
の
再
検
討
」
が
提
 

起
さ
れ
、
『
胃
集
検
通
信
』
¦お
号
に
そ
の
詳
報
を
掲
載
し
た
。
そ
の
号
卷
頭
言
「
視
点
」
に
丸
山
雅
一
代
表
世
話
人
代
行
 

も
、
「
標
準
撮
影
方
式
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
」
と
そ
の
必
要
を
強
調
し
て
い
る
。
 

そ
れ
ら
を
受
け
、
本
年
2月

日̂
の
常
任
世
話
人
会
で
、
本
年
度
事
業
計
画
の
一
つ
と
し
て
「
胃
集
検
標
準
撮
影
方
式
再
検
 

討
委
員
会
」
の
設
置
が
決
ま
り
委
員
が
選
ば
れ
た
。
 

両
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
昭
和
め
年
に
胃
集
検
間
接
撮
影
法
の
標
準
化
の
試
み
と
し
て
6枚
法
が
発
表
さ
れ
、
^ 

年
後
の
昭
和
お
年
に
7枚
法
が
答
申
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
2年
間
に
バ
リ
ウ
ム
は
ゾ
ル
^ 

&
/
乂
ぉ
か
ら
粉
末
高
濃
度
、
X
 

線
と
内
視
鏡
の
競
合
、
胃
部
造
影
は
放
射
線
技
師
主
体
、
集
団
か
ら
個
別
検
診
、
胃
集
検
費
用
効
果
論
、
唐
突
な
集
検
無
 

要
論
と
、
種
々
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
バ
リ
ウ
ム
の
変
化
を
取
り
上
げ
て
も
、
胃
集
検
で
は
時
間
と
費
用
の
制
約
に
よ
り
、
高
 

濃
度
バ
リ
ウ
ム
使
用
は
量
を
制
限
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る
充
盈
像
が
撮
れ
な
い
。
勢
い
充
盈
像
よ
り
一
一
重
造
影
像
が
有
効
と
さ
れ
、
 

そ
れ
を
主
体
の
7枚
法
か
00〜
9枚
法
に
な
り
、
充
盈
像
2枚
含
む
7枚
法
の
「
胃
集
検
間
接
撮
影
の
基
準
」
は
、
遥
か
後
 

方
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
』
 

現
状
は
、
各
施
設
で
そ
れ
ぞ
れ
が
検
討
し
た
方
式
で
胃
が
ん
検

が̂
行
わ
れ
て
い
る
。
一
日
も
早
く
「
再
検
討
委
員
会
」
の
 

活
動
が
始
ま
り
、
集
約
さ
れ
た
英
知
で
検
討
さ
れ
た
答
申
案
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
急
が
れ
て
い
る
。
 

今
号
で
は
放
射
線
技
師
の
委
員
に
各
自
の
考
え
を
提
案
し
て
頂
き
、
委
員
会
活
動
の
呼
び
水
と
し
て
、
会
員
か
ら
も
意
見
が
 

多
数
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
特
集
と
し
た
。
 

女
東
京
都
予
防
医
学
協
会
 

佐
藤
清
二
 

昭
和
お
年
〔
1983年
)、
 

『
胃
集
検
間
接
撮
影
の
基
.̂』
 

が
凳
表
さ
れ
、
以
来
こ
の
基
準
 

が
標
準
撮
影
法
と
し
て
広
く
用
 

い
ら
れ
、
胃
集
検
の
究
展
に
貢
 

献
し
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
 

あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
胃
集
 

検
間
接
撮
影
の
状
況
を
見
て
み
 

る
と
、
効
率
が
優
先
さ
れ
厳
し
 

い
条
件
設
定
の
中
で
行
わ
れ
て
 

お
り
、
画
質
が
悪
い
、
他
部
位
 

チ
ェ
ッ
ク
や
見
逃
し
が
多
い
な
ど
 

検
査
精
度
の
悪
さ
が
指
摘
さ
れ
 

て
い
る
が
、
具
体
的
な
対
策
は
 

な
さ
れ
て
い
な
い
。
 

一
方
、
間
接
撮
影
に
使
用
さ
 

れ
る
装
置
，
器
材
は
数
年
前
に
 

比
べ
か
な
り
進
歩
し
て
き
て
い
 

る
。
す
な
わ
ち
、
鮮
鋭
度
に
優
 

れ
た
1.1や
高
濃
度
，
低
粘
度
 

使
用
が
可
能
な
造
^̂
剤
の
開
発
 

て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
比
較
的
 

少
な
い
体
位
変
換
で
も
造
影
剤
 

の
付
着
状
態
の
良
い
鮮
明
な
画
 

像
が
得
ら
れ
、
良
好
な
一
一
重
造
 

影
が
撮
影
出
来
る
よ
う
に
な
つ
 

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
装
置
器̂
 

材
の
進
歩
を
踏
ま
え
て
、
新
し
 

い
撮
影
法
を
検
討
す
る
必
要
が
 

あ
る
。
 

私
共
の
施
設
(
職
域
検
診
)
 

で
は
、
前
述
し
た
間
接
撮
影
法
 

の
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
積
極
 

的
な
体
位
変
換
、
高
濃
度
粉
末
 

造
影
剤
(
，
化
/
乂
ぉ
以
上
)
 

使
用
、
高
精
細
1.1の
導
入
、
 

さ
ら
に
充
盈
像
の
代
わ
り
に
、
 

前
壁
一
一
重
造
影
を
加
え
た
一
一
重
 

造
影
単
独
8枚
法
の
組
立
。
一
 

方
で
は
、
問
題
意
識
を
持
つ
こ
 

と
を
目
的
に
症
例
検
討
会
を
 

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
 

実
践
し
て
き
た
結
果
、
良
好
な
 

成
績
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

そ
の
経
験
を
も
と
に
新
し
い
胃
 

集
検
間
接
撮
影
の
基
準
に
つ
い
 

て
、
職
域
検
診
の
立
場
か
ら
述
 

ベ
る
。
 

薪
し
い
胃
集
検
間
接
撮
影
法
の
 

基
準
】
︱
職
域
︱
 

〇
造
影
剤
-. 

高
濃
度
，
低
粘
度
造
影
剤
 

(層

/̂乂
ぉ
以
上
)
 

使
用
量
は
前
壁
撮
影
を
考
慮
 

\一

 0
 0
 

し
て
2、
 5 

〇
発
泡
剤
-. 

ぜ
(
一
回
投
与
が
原
則
)
 

〇
装
置
：
 

逆
傾
斜
は
お
度
ま
で
 

老
朽
化
し
た
1.1は
使
用
し
 

な
い
〔
6~

 7
年
が
限
度
) 

〇
撮
影
法
の
組
立
-1 

撮
影
枚
数
は
8枚
以
上
。
 

広
く
胃
粘
膜
面
を
一
一
重
造
影
 

像
で
現
す
撮
影
体
位
の
組
み
合
 

わ
せ
 

〇
体
位
変
換
.，
 

撮
影
前
に
は
、
背
臥
位
か
ら
 

右
側
臥
位
方
向
へ
，
度
の
体
位
 

変
換
を
3回
行
う
。
そ
の
際
、
 

寝
台
は
水
平
位
を
基
本
と
す
 

る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
撮
影
 

体
位
に
移
行
す
る
際
に
は
必
要
 

に
応
じ
て
卯
〜
8度
の
体
位
変
 

換
を
追
加
し
て
良
好
な
像
が
得
 

ら
れ
る
よ
、
つ
に
努
め
る
。
 

〇
必
須
体
位
-.
 

①
背
臥
位
(正
面
) 

②

ウ

(
第

1
斜

位

)
 

③

ゥ

(
第

2
斜

位

) 

④
腹
臥
位
(頭
低
位
、
正
面
 

〜
第
2斜
位
)̶
下
部
前
壁
̶
 

⑤
ク
(頭
高
位
、
第
1
斜
 

位
〉
ー
上
部
前
壁
̶
 

側
臥
位
 

⑦
背
臥
位
(振
り
分
け
) 

⑧
立
位
上
部
(第
1斜
位
) 

右
回
転
法
を
採
用
し
た
理
 

由
は
小
腸
へ
の
流
出
が
少
な
く
、
 

胃
上
部
へ
の
良
好
な
付
着
を
得
 

る
た
め
で
あ
る
。
 

，
な
お
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑧
 

を
加
え
た
理
由
は
、
胃
上
部
及
 

び
前
壁
の
描
出
不
良
の
間
題
を
 

解
決
す
る
た
め
で
あ
る
。
 

時
間
当
た
り
〜̂
名̂
 

は
撮
影
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
 

午
前
中
〔
8時
半
〜
。
時
)の
検
 

査
人
数
は

人̂
見
当
と
な
る
て
 

あ
ろ
う
。
 

，
地
域
，
職
域
と
で
は
対
象
 

年
齢
層
や
身
体
能
力
な
ど
に
違
 

い
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
 

合
っ
た
撮
影
法
の
組
立
が
必
要
 

と
な
ろ
、
つ
。
 

，
こ
の
他
、
胃
集
検
全
体
の
レ
 

ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
定
期
的
な
 

研
修
会
、
症
例
検
討
会
な
ど
の
 

開
催
を
是
非
と
も
学
.̂
に
お
願
 

い
し
た
い
。
 

女
早
期
胃
が
ん
検
診
協
 

北
川
ま
ゆ
み
 

胃
集
検
標
準
撮
影
方
式
を
 

ど
う
変
え
て
ゆ
け
ば
良
い
か
。
 

お
そ
ら
く
、
こ
の
原
稿
を
依
頼
 

さ
れ
た
他
の
方
々
も
同
じ
意
見
 

だ
と
思
わ
れ
る
が
、
 

1"撮
影
体
位
は
前
壁
撮
影
を
 

含
め
た
一
一
重
造
影
像
を
中
心
と
 

す
る
。
 

1撮
影
枚
数
は
現
行
の
7枚
法
 

か
ら
8-9枚
法
に
す
る
。
 

1造
影
剤
は
粉
末
の
高
濃
度
低
 

粘
性
バ
リ
ウ
ム
を
使
用
す
る
。
 

も
体
位
変
換
は
右
下
回
転
を
 

中
心
で
行
う
。
 

と
い
、
つ
こ
と
で
あ
ろ
、
つ
。
も
ち
 

ろ
ん
、
私
も
、
こ
の
よ
、
つ
に
変
え
 

て
ゆ
く
べ
き
と
考
、
え
る
。
 

現
在
ま
で
発
表
さ
れ
^̂
る
 

検
討
結
果
か
ら
、
病
変
1̂
に
 

は
薄
層
及
び
充
盈
像
よ
リ
ー
一
重
 

造
影
像
の
方
が
よ
り
優
れ
て
い
 

ろ
こ
と
や
、
粉
末
の
高
濃
度
低
 

粘
性
バ
リ
ウ
ム
は
病
変
描
出
に
 

優
れ
て
い
る
，
」
と
は
す
で
に
明
ら
 

か
で
あ
る
。
ま
た
、
撮
影
枚
数
 

は
、
す
と
ま
つ
ぷ
を
使
用
す
れ
 

ば
わ
か
る
が
、
7枚
で
は
と
て
も
 

胃
全
体
を
描
出
す
る
、
」
と
は
不
 

可
能
で
、
最
低
で
も
、
00〜
9枚
 

は
必
要
と
考
え
る
。
右
下
回
転
 

法
は
、
小
腸
の
バ
リ
ウ
ム
の
流
出
 

も
少
な
く
、
前
後
壁
に
付
着
さ
 

せ
る
と
い
う
点
か
ら
、
胃
集
検
 

に
関
し
て
い
え
ば
、
ム
「
の
と
こ
ろ
 

最
も
有
効
な
体
位
変
換
で
は
な
 

い
だ
ろ
、
つ
か
。
 

結
論
、
及
び
そ
の
理
由
付
け
 

は
以
上
で
あ
る
が
、
我
々
胃
集
 

検
に
携
わ
る
技
師
に
と
っ
て
、
最
 

も
大
切
な
の
こ
と
は
、
現
在
の
 

胃
集
検
の
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
よ
 

う
と
い
う
意
識
で
あ
り
、
努
力
 

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
 

胃
集
検
の
お
か
れ
て
い
る
立
場
 

を
把
握
し
、
早
期
が
ん
発
見
率
 

を
上
昇
す
る
よ
う
心
が
け
、
そ
 

れ
に
向
け
て
の
努
力
を
し
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
技
 

術
を
.II！
问
め
る
、
」
と
は
も
ち
ろ
ん
 

で
あ
る
が
、
精
度
管
理
と
い
う
 

意
味
で
の
知
識
も
身
に
つ
け
る
 

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
 

限
ら
れ
た
時
間
内
に
数
多
く
 

の
撮
影
を
す
る
中
で
、
情
報
量
 

の
多
い
写
真
を
提
供
す
る
こ
と
 

は
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
な
 

い
が
、
新
し
い
撮
影
方
式
と
、
 

我
々
の
前
向
き
な
意
識
、
努
力
 

で
、
胃
集
検
の
胃
が
ん
発
見
率
 

は
ん
マ
よ
り
は
必
ず
上
昇
す
る
と
 

考
え
る
。
 

撮
影
体
位
(全
て
一
一
重
造
 

影
)
 

し
食
道
第
1斜
位
 

1
背
臥
位
正
面
像
 

1背
臥
位
第
1斜
位
像
 

も
背
臥
位
第
2
斜
位
像
(頭
低
 

位
)
 

1
腹
臥
位
正
面
像
(
頭
低
位
) 

&腹
臥
位
第
2
斜
位
像
(半
立
 

位
) 

1右
側
臥
位
像
 

83背
臥
位
第
2斜
位
像
(振
り
 

分
け
)
 

义
立
位
第
1
斜
位
像
 

※
場
.；
5

 口
に
よ
つ
て
7
と
8
の
間
に
 

左
側
臥
位
像
が
入
る
。
 

て
は
い
け
な
い
と
思
う
次
第
で
 

す
。
 

さ
て
、
胃
集
検
間
接
撮
影
の
 

基
準
が
間
接
撮
影
法
検
討
委
 

員
会
答
申
と
し
が
出
さ
れ
て
、
 

年̂
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
 

間
バ
リ
ウ
ム
、
発
泡
剤
、
撮
影
機
 

器
、
感
光
材
料
、
撮
影
技
術
等
 

が
飛
躍
的
に
進
歩
し
ま
し
た
。
 

胃
集
検
に
対
す
る
考
え
方
も
変
 

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
 

バ
リ
ウ
ム
は
ゾ
ル
製
剤
か
ら
パ
 

ウ
ダ
Iに
、
撮
影
機
器
は
ス
︱
 

パ
ー
メ
タ
ル
11に
、
感
光
材
料
 

は
高
感
度
フ
ィ
ル
ム
に
、
撮
影
技
 

術
は
数
々
の
研
修
会
で
研
讃
を
 

積
み
、
ま
た
胃
集
検
に
対
す
る
 

考
え
方
は
受
診
者
に
優
し
く
、
 

受
診
時
の
事
故
が
な
い
よ
う
に
 

と
の
心
配
り
が
重
視
さ
れ
る
よ
 

う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
老
人
 

の
受
診
時
の
配
慮
が
必
要
で
あ
 

る
と
言
え
ま
す
。
 

そ
れ
ら
を
ふ
ま
、
ん
、
田
1！
集
検
 

標
準
撮
影
方
式
を
ど
う
変
え
て
 

い
く
か
、
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
 

乂
.̂141̂9
 基

本
的
に
は
、
撮
影
時
少
な
 

い
体
位
変
換
で
最
高
の
効
果
を
 

挙
げ
る
た
め
、
高
濃
度
バ
リ
ゥ
 

ム
に
よ
り
付
着
性
を
〗
咼
め
る
-」
 

と
で
あ
り
ま
す
。
技
術
的
に
は
 

一
一
重
造
影
像
の
重
視
で
あ
り
ま
 

す
。
撮
影
時
に
つ
い
て
は
、
受
診
 

者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
受
 

診
者
の
状
態
を
見
な
が
ら
撮
影
 

方
式
を
工
夫
す
る
こ
と
で
り
ま
 

以
上
の
事
か
ら
私
の
考
え
る
 

撮
影
法
式
に
つ
い
て
提
案
い
た
し
 

〔
第
一
案
〕
 

1"腹
臥
位
充
盈
像
 

1前
壁
一
一
重
造
影
像
 

(前
庭
部
、
胃
角
部
、
胃
体
 

下
部
の
前
壁
) 

1前
壁
一
一
重
造
影
像
 

(
噴
門
部
、
噴
門
下
部
、
胃
 

体
上
、
中
部
の
前
壁
) 

背̂
臥
位
一
一
重
造
影
正
面
 

象
 

え
背
臥
位
一
一
重
造
影
第
一
斜
 

立
像
 

&背
臥
位
一
一
重
造
影
第
一
ー
斜
 

立
像
 

7：
右
側
位̂
1一
重
造
影
像
 

〔
第
一
棄
〕
 

1，
前
壁
一
一
重
造
影
像
 

(
前
庭
部
、
胃
角
部
、
胃
体
 

女
(
財
)
山
梨
県
健
康
管
理
事
 

業
団
 

竹
野
数
馬
 

胃
集
検
の
有
効
性
が
論
議
さ
 

れ
た
昨
年
、
実
際
に
胃
集
検
に
 

携
わ
っ
て
い
る
私
た
ち
放
射
線
 

技
師
は
な
ん
と
不
愉
快
な
思
い
 

を
し
た
こ
と
で
し
ょ
、
つ
か
。
そ
 

れ
は
胃
集
検
が
"有
効
か
無
効
 

か
"な
ど
と
い
う
事
は
考
え
た
I」
 

と
も
な
か
っ
た
し
、
無
論
、
「
有
 

効
」
で
あ
る
と
信
じ
て
疑
わ
ず
 

胃
集
検
に
携
わ
っ
て
き
た
か
ら
 

な
の
で
す
。
 

考
え
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
 

と
い
え
ば
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
 

ん
が
、
受
診
者
数
の
右
肩
上
が
 

り
の
全
国
集
計
を
毎
年
見
て
感
 

じ
た
こ
と
は
、
「
一
人
で
も
多
く
 

受
診
を
、
平
均
よ
り
高
い
発
見
 

率
を
、
早
期
癌
で
の
発
見
率
は
 

ぉ̂
以
上
を
」
と
、
躍
起
に
な
つ
 

て
頑
張
っ
て
き
た
自
分
が
あ
る
 

か
ら
で
す
。
 

今
日
、
有
効
で
あ
る
と
お
墨
 

付
き
を
頂
い
た
以
上
、
こ
れ
か
 

ら
は
全
国
ど
こ
の
検
診
機
関
で
 

受
診
し
て
も
、
精
度
管
理
さ
れ
 

た
最
高
の
技
術
水
準
で
安
心
し
 

て
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
 

各
自
が
日
々
研
讃
に
努
め
な
く
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多くの会員の皆様がお誘い合わせ、御参加 
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開催日：10月3日（日）10時ァゥト 

同時スタート 

新べリァ方式 
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丁5し045-333-8711 

藤井照巳（労働医学研究会 

川崎南クリニック） 

于210-0006川崎市川崎区砂子2-9-7 

丁5し044-233-6478 

木村俊雄（労働医学研究会検診中央部） 

X130-0022墨田区江東橋4-30-12 

1-5600-5335 

募集： 

費用： 

参加費 

申込 
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幹! 
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下
部
の
前
壁
)
 

1前
壁
一
一
重
造
影
像
 

(
噴
門
部
、
噴
門
下
部
、
胃
 

体
上
、
中
部
の
前
壁
)
 

1背
臥
位
一
一
重
造
影
正
面
 

象
 

ん
背
臥
位
一
一
重
造
影
第
一
斜
 

立
像
 

1背
臥
位
一
一
重
造
影
第
一
ー
斜
 

ま
1
 

&右
側
臥
位
一
一
重
造
影
像
 

1再
立
位
充
盈
像
 

こ
こ
に
挙
げ
た
一
一
つ
の
案
は
一
一
 

3
造
影
像
を
重
視
し
た
撮
影
 

体
位
で
、
高
濃
度
少
量
バ
リ
ゥ
 

ム
(̂
/る
や
！̂
)
 

を
使
用
し
、
卓
越
し
た
撮
影
技
 

術
に
よ
り
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
 

望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
 

责
日
本
健
康
倶
楽
部
千
葉
 

支
部
 

「
技
師
読
影
実
践
の
立
場
 

か
ら
」
 

山
岸
忠
好
 

昭
和
五
十
八
年
に
日
消
集
検
 

学
会
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
 

現
在
の
七
枚
撮
影
法
は
、
『
す
 

と
ま
つ
ぶ
」
で
十
分
に
理
解
で
 

き
る
よ
う
に
理
論
的
に
は
一
応
、
 

胃
全
体
を
造
影
し
て
撮
影
で
き
 

る
最
小
限
の
枚
数
で
あ
り
、
か
 

つ
、
最
大
公
約
数
を
持
っ
て
の
最
 

良
な
撮
影
法
で
あ
る
こ
と
は
、
 

誰
も
が
否
定
で
き
な
い
と
思
い
 

よ
す
。
今
日
ま
で
、
こ
れ
等
を
 

手
本
、
基
本
と
し
て
遵
守
さ
れ
 

一
十
数
年
間
に
亘
つ
て
諸
技
術
 

が
培
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
 

し
な
が
ら
、
今
や
検
診
ス
タ
ッ
フ
 

の
更
な
る
熱
意
の
も
と
に
、
現
 

ム
^̂
の
見
直
し
論
が
惹
起
さ
れ
 

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
 

回
、
日
常
の
撮
影
と
技
師
チ
ェ
ッ
 

ク
の
実
際
面
か
ら
、
日
頃
感
じ
 

て
い
る
、
」
と
を
申
し
遮
、
へ
て
見
た
 

い
と
田
心
い
ま
す
。
 

【
第
一
点
】
は
、
た
っ
た
一
一
枚
の
 

一
一
重
造
影
像
で
は
、
小
腸
へ
の
バ
 

リ
ュ
ム
流
出
と
重
な
り
が
な
け
 

れ
ば
差
ほ
ど
問
題
は
な
い
と
思
 

い
ま
す
が
、
流
出
の
範
囲
が
胃
 

体
部
ま
で
及
ぶ
場
合
や
流
出
例
 

が
多
い
場
合
、
こ
れ
ら
を
「
所
見
 

な
し
」
と
す
る
に
は
心
細
い
や
 

ら
、
忍
び
な
い
や
ら
で
一
抹
の
不
 

安
感
が
伴
い
ま
す
。
特
に
病
変
 

が
多
く
、
複
雑
微
妙
に
重
な
り
 

合
う
前
庭
部
で
は
そ
の
感
を
拭
 

え
ま
せ
ん
。
 

【
第
一
一
点
】
は
、
立
位
と
腹
臥
 

位
の
充
盈
像
は
、
最
近
と
み
に
 

バ
リ
ュ
ム
の
少
量
化
に
よ
り
、
希
 

で
は
あ
る
が
胃
角
の
充
盈
不
足
 

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
目
的
の
 

辺
縁
変
化
の
描
出
に
あ
ま
り
期
 

待
で
き
な
い
と
田
心
い
ま
す
。
 

以
上
の
フ
ァ
ク
タ
ー
か
ら
景
気
 

低
迷
の
現
状
を
も
視
野
に
入
 

れ
、
撮
影
枚
数
は
現
法
の
七
枚
 

法
に
と
ど
め
、
胃
体
部
と
前
庭
 

部
の
重
な
り
を
避
け
る
た
め
の
、
 

リ
カ
バ
リ
︱
体
位
と
し
て
胃
体
 

部
は
任
意
の
体
位
で
撮
影
し
た
 

背
臥
位
一
一
重
造
影
像
を
一
枚
、
 

前
庭
部
は
僅
か
な
頭
低
位
で
バ
 

リ
ュ
ム
を
振
り
分
け
な
い
背
臥
 

位
一
一
重
造
影
第
一
一
斜
位
像
を
新
 

た
に
加
え
、
一
一
重
造
影
像
を
主
 

と
し
た
全
く
の
試
案
を
提
案
し
 

た
い
と
思
い
ま
す
。
勿
論
、
一
一
回
 

以
上
の
口
ー
リ
シ
グ
の
実
施
は
不
 

可
欠
で
す
。
 

〔
一
試
案
法
〕
 

一
、
背
臥
位
一
一
重
造
影
正
面
像
 

一
一
、
背
臥
位
一
一
重
造
影
第
一
斜
 

ま
像
 

ニ
ー
、
腹
臥
位
一
一
重
造
影
像
 

四
、
背
臥
位
一
一
重
造
影
像
 

(重
な
り
回
避
の
た
め
の
任
意
 

体
位
) 

五
、
背
臥
位
一
一
重
造
影
第
一
ー
斜
 

立
像
 

(重
な
り
回
避
の
た
め
の
僅
か
な
 

頭
低
位
に
て
バ
リ
ュ
ム
振
り
分
け
 

な
し
の
任
意
体
位
) 

六
、
，
半
臥
位
一
一
重
造
影
第
一
ー
斜
 

立
像
 

七
、
再
立
位
第
一
斜
位
像
 

な
か
ん
ず
く
「
老
健
法
の
一
 

般
財
源
化
」
や
「
が
ん
検
診
の
 

有
効
性
の
評
価
」
に
象
徴
さ
れ
 

る
よ
う
、
言
葉
は
あ
ま
り
良
く
 

あ
り
ま
せ
ん
が
「
質
よ
り
量
」
 

的
な
闇
雲
検
診
か
ら
脱
皮
し
、
 

こ
の
世
紀
末
を
期
に
「
量
よ
り
 

質
」
的
な
付
加
価
値
の
高
い
、
セ
 

レ
ク
シ
ヨ
ン
さ
れ
た
検
診
が
展
開
 

で
き
ま
す
よ
う
、
専
門
医
を
は
 

じ
め
皆
さ
ん
で
検
討
し
て
頂
き
 

た
い
と
思
考
し
ま
す
。
 

女
労
働
医
学
研
究
^̂
 

木
5̂雄
 

昭
和
年̂
、
日
本
消
化
器
集
 

団
検
診
学
会
は
胃
集
検
の
精
度
 

向
上
を
目
的
と
し
て
、
既
存
の
 

標
準
撮
影
方
式
(昭
和
め
年
発
 

表
)を
改
善
し
、
新
た
な
標
準
 

と
な
る
べ
く
撮
影
法
を
発
表
し
 

た
。
そ
し
て
ム
マ
日
ま
で
に
、
こ
の
 

撮
影
法
は
全
国
的
な
普
及
を
 

み
、
胃
集
検
の
発
展
に
と
っ
て
大
 

き
な
原
動
力
と
な
っ
て
来
て
い
る
 

、
」
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
現
在
X線
写
真
に
 

も
と
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
よ
り
 

精
度
の
高
い
も
の
、
つ
ま
り
胃
の
 

微
細
な
粘
膜
面
を
忠
実
に
、
如
 

何
に
フ
ィ
ル
ム
上
に
再
現
し
て
ゆ
 

く
か
と
い
、
つ
こ
と
で
も
あ
る
。
 

し
た
が
っ
て
現
在
の
標
準
撮
 

影
方
式
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
 

面
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
こ
こ
 

に
新
た
な
撮
影
方
式
を
も
含
め
 

た
何
ら
か
の
対
策
が
、
必
要
と
 

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
 

力
 最

適
な
撮
影
法
、
突
き
詰
め
 

れ
ぱ
原
則
的
に
は
一
つ
の
方
法
に
 

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
 

在
、
胃
集
検
に
お
け
る
標
準
撮
 

影
方
式
は
、
撮
影
者
側
の
自
由
 

な
選
択
、
自
由
な
裁
量
で
行
え
 

る
方
式
と
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
 

し
こ
れ
か
ら
は
、
こ
、
つ
し
た
選
 

択
の
幅
を
極
力
絞
り
込
む
こ
と
 

も
、
検
討
し
て
み
る
時
期
に
今
 

来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
 

か
。
 

つ
ま
り
撮
影
に
関
わ
る
あ
ら
 

ゆ
る
面
に
衬
し
て
、
最
良
と
思
 

わ
れ
る
唯
一
な
条
件
を
提
示
し
、
 

ま
た
こ
れ
を
あ
る
程
度
の
強
制
 

力
を
も
っ
て
実
行
し
て
ゆ
く
こ
 

と
、
こ
れ
が
胃
集
検
の
全
体
的
 

な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
近
 

道
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
 

以
下
に
具
体
的
な
検
討
課
題
 

に
つ
い
て
、
一
部
で
は
あ
る
が
上
 

げ
て
み
る
。
 

ホ
撮
影
枚
数
は
、
現
在
「
最
 

小
限
7枚
」
を
基
準
と
し
て
い
 

る
が
、
問
題
は
な
い
か
" 

ネ
撮
影
体
位
，
撮
影
順
序
 

は
、
ひ
と
つ
の
方
法
で
統
一
を
図
 

れ
な
い
か
。
 

#撮
^̂法
は
、
規
在
ほ
と
.̂
 

ど
の
場
合
が
、
^̂
、
00枚
法
と
 

い
う
制
限
さ
れ
た
枚
数
の
中
で
 

充
盈
像
〖
2、
3枚
)を
撮
影
 

し
て
い
る
が
、
充
盈
像
よ
り
は
、
 

情
報
量
の
多
い
一
一
重
造
影
像
を
 

増
や
し
、
こ
の
一
一
重
造
影
法
を
 

中
心
と
し
た
撮
影
法
へ
の
変
更
 

は
可
能
か
。
 

本
造
影
剤
は
濃
度
，
量
を
も
 

含
め
、
高
濃
度
造
影
剤
へ
の
統
一
 

は
可
能
か
。
 

#造
影
剤
付
着
の
た
め
の
体
 

位
変
換
に
つ
い
て
は
、
回
数
、
方
 

法
と
も
基
本
的
に
統
一
出
来
な
 

レ
カ
ー
 

ホ
乂
線
装
置
、
特
に
IIの
 

劣
化
に
よ
る
劣
悪
な
1Iの
使
 

用
に
対
し
、
規
制
は
出
来
な
い
 

以
上
お
お
ま
か
で
は
あ
る
：
：
ÎI
 

検
討
課
題
と
し
て
幾
つ
か
上
^̂
 

て
み
た
。
も
し
そ
れ
ぞ
れ
の
占
一
 

に
対
し
て
、
新
た
に
改
善
が
な
 

さ
れ
る
よ
う
な
，
」
と
に
な
れ
ば
、
 

現
在
の
状
況
を
変
え
る

 

一

.
^
に
 

成
り
得
る
も
の
と
考
、
疋
る
。
 

現
在
の
標
準
撮
影
法
で
は
、
 

前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
選
択
、
 

採
用
に
あ
た
っ
て
は
撮
影
者
側
の
 

自
由
な
裁
量
に
任
さ
れ
る
点
が
 

比
較
的
多
く
、
こ
れ
が
術
者
間
 

の
質
的
バ
ラ
ツ
キ
と
な
っ
て
現
れ
 

る
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
 

る
。
 

今
我
々
は
，
」
、
つ
し
た
バ
ラ
ツ
キ
 

を
極
力
少
な
く
し
、
な
お
か
つ
 

今
以
上
の
質
的
向
上
を
図
る
こ
 

と
が
至
上
命
令
で
あ
る
と
考
え
 

る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
の
、
最
適
 

と
思
わ
れ
る
撮
影
法
統
一
化
、
こ
 

れ
は
十
分
に
検
討
し
て
み
る
価
 

値
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
 

女
(
財
)
茨
城
県
総
合
健
診
 

協
会

 

酒
井
康
 

こ
こ
数
年
の
学
会
等
で
の
発
 

表
の
中
心
は
「
高
濃
度
バ
リ
ゥ
 

ム
」
を
使
用
し
て
の
知
見
や
成
 

績
が
多
い
。
ま
た
、
高
港
.̂パ
リ
 

ゥ
ム
を
：
用̂
す
る
、
」
と
に
よ
り
一
一
 

重
造
影
法
中
心
の
撮
影
法
に
変
 

わ
り
つ
つ
あ
る
亊
も
話
題
の
中
心
 

で
あ
る
。
 

毎
年
、
千
葉
厚
生
年
金
休
暇
 

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
、
関
 

東
甲
信
越
地
方
会
放
射
線
技
 

師
部
会
の
消
化
管
撮
影
技
術
 

研
修
会
も
回
を
重
ね
て
平
成
 

十
一
年
一
一
月
に
第
一
一
十
一
回
を
終
 

了
し
、
受
講
生
の
数
も
千
八
百
 

名
を
越
え
た
。
こ
の
時
、
受
講
 

生
が
自
分
で
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
 

ム
を
提
出
し
、
実
行
委
員
と
受
 

講
生
で
フ
ィ
ル
ム
の
評
価
を
実
 

施
し
て
い
る
。
最
近
の
傾
向
を
 

見
る
と
上
位
十
位
以
内
の
フ
ィ
 

ル
ム
の
殆
ど
は
高
濃
度
バ
リ
ウ
ム
 

を
使
用
し
て
い
る
。
 

」̂
れ
ら
の
実
態
を
考
慮
す
る
 

と
、
第
五
十
六
回
関
東
甲
信
越
 

地
方
会
で
早
期
胃
癌
検
診
協
 

会
の
北
川
ま
ゆ
み
技
師
が
提
案
 

し
た
、
標
準
撮
影
方
式
の
見
直
 

し
の
に̂
き
て
い
る
の
で
は
な
 

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

当
協
会
に
お
い
て
は
、
読
影
 

委
員
会
小
委
員
会
で
検
討
し
、
 

平
成
四
年
度
か
ら
8

 ︱

 2
の
変
 

法
に
よ
り
百
三
十
五
お
百
五
十
 

1の
バ
リ
ウ
ム
で
実
施
し
、
平
 

成
六
年
度
か
ら
百
六
十
五
お
百
 

五
十
の
バ
リ
ウ
ム
に
変
え
て
実
 

施
し
て
い
る
と
，
」
ろ
で
す
。
 

バ
リ
ウ
ム
の
濃
度
を
上
げ
れ
 

ば
画
質
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
 

す
が
、
コ
ス
ト
面
と
を
天
秤
に
 

か
け
る
と
な
か
な
か
難
し
い
面
 

が
あ
り
ま
す
。
平
成
八
年
か
ら
 

高
濃
度
バ
リ
ウ
ム
を
採
用
す
る
 

た
め
、
予
算
措
置
時
に
要
望
を
 

し
て
き
ま
し
た
が
、
実
施
さ
れ
 

ず
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
十
一
年
度
の
四
月
に
受
 

診
者
約
一
万
人
に
対
し
て
、
高
 

壤
度
バ
リ
ウ
ム
(一
一
百
お
百
五
十
 

1〕
を
使
用
し
て
の
テ
ス
ト
を
実
 

施
し
ま
し
た
。
今
後
、
読
影
医
 

師
お
よ
び
技
師
に
よ
る
画
像
の
 

評
価
を
行
な
い
、
導
入
に
向
け
 

て
検
討
に
入
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

高
濃
度
バ
リ
ウ
ム
が
採
用
さ
れ
 

る
と
、
コ
ス
ト
面
で
一
人
当
た
り
 

百
円
程
度
の
材
料
費
増
加
と
な
 

り
ま
す
。
 

ま
た
、
読
影
の
態
勢
は
医
師
 

五
十
名
で
同
時
ま
た
は
異
時
の
 

ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
行
っ
て
お
り
、
 

読
影
医
師
に
よ
っ
て
は
充
盈
像
 

を
必
須
；
&̂と
す
る
先
生
も
お
 

り
ま
す
の
で
、
一
一
重
造
影
の
み
の
 

撮
影
法
に
つ
い
て
は
ム
漆
の
検
討
 

課
題
で
あ
り
ま
す
。
 

殆
ど
の
施
設
で
は
高
濃
度
バ
 

リ
ウ
ム
の
採
用
を
要
望
し
て
も
、
 

実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
 

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
捕
 

助
金
が
一
般
財
源
化
さ
れ
た
今
 

こ
そ
、
「
精
度
管
理
上
」
か
ら
も
 

日
本
消
化
器
集
団
検
診

石̂
か
 

ら
早
急
に
新
答
申
が
出
さ
れ
る
 

，
」
と
が
待
ち
望
ま
れ
ま
す
。
 

一
一
重
造
影
像
を
主
体
の
撮
影
 

法
に
変
更
す
る
場
合
は
、
1背
 

臥
位
1一
重
造
影
正
面
像
2同
第
 

一
斜
位
像
3同
頭
低
位
第
一
ー
斜
 

位
像
4腹
臥
位
一
一
重
造
影
正
面
 

像
5背
臥
位
第
一
一
斜
位
像
(振
 

り
分
け
)
6
右
側
臥
位
像
7
 

再
立
位
第
一
斜
位
像
の
順
を
考
 

え
て
い
ま
す
。
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7月
：
：
日
、
朝
日
新
聞
日
曜
版
『
内
視
鏡
』
欄
に
「
バ
リ
ウ
ム
と
一
緒
に
発
泡
剤
を
 

飲
む
」
の
見
出
し
で
次
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
 

『
胃
が
ん
検
診
の
X線
検
査
で
は
、
造
影
剤
の
バ
リ
ウ
ム
の
ほ
か
に
、
胃
を
適
度
に
膨
 

ら
ま
せ
る
発
泡
剤
も
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
く
の
検
診
で
は
、
バ
リ
ウ
ム
溶
液
を
 

飲
む
前
に
凳
泡
剤
を
少
量
の
水
で
飲
む
方
式
を
と
つ
て
い
る
が
、
発
泡
剤
が
胃
の
中
で
急
 

に
膨
ら
む
た
め
、
そ
の
後
に
バ
リ
ウ
ム
が
飲
み
に
く
い
と
い
う
人
も
多
か
っ
た
。
東
京
都
 

が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
は
、
3年
前
か
ら
発
泡
剤
を
バ
リ
ウ
ム
溶
液
で
飲
む
方
式
を
試
み
は
 

じ
め
、
最
近
は
こ
の
方
式
に
変
え
た
と
い
う
。
 

同
セ
ン
タ
ー
放
射
線
科
の
横
山
春
夫
技
師
長
に
よ
る
と
、
X線
検
査
前
に
発
泡
剤
を
 

水
で
飲
む
と
き
、
胃
が
膨
ら
む
の
に
か
か
る
時
間
は
約
秒̂
で
、
ゲ
ッ
プ
が
出
や
す
か
つ
 

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
発
泡
剤
を
バ
リ
ウ
ム
溶
液
で
直
接
飲
む
場
合
は
、
胃
が
約
3分
 

か
か
っ
て
膨
ら
む
た
め
、
ゲ
ッ
プ
も
出
に
く
か
っ
た
。
昨
年
、
受
診
者
人̂
に
ア
ン
ケ
ー
ト
 

し
た
結
果
で
は
、
2ぉ
が
「
飲
み
や
す
い
」
と
答
え
た
。
ま
た
、
バ
リ
ウ
ム
が
胃
の
粘
漠
 

に
っ
き
や
す
く
な
つ
て
、
X線
写
 

横
山
さ
ん
は
「
一
回
の
検
査
 

担
は
減
っ
た
」
と
話
し
て
い
 

胃
集
検
の
現
場
で
は
、
最
 

ゥ
ム
で
発
泡
剤
を
飲
む
検
査
が
 

し
て
く
れ
な
い
の
か
」
と
苦
情
 

だ
。
「
発
泡
剤
が
先
の
検
査
方
 

い
る
の
士
尸
が
聞
こ
え
る
。
 

先
の
記
事
は
、
東
京
都
衛
 

李
理
江
技
師
他
が
発
表
し
 

の
検
討
」
の
資
料
を
基
に
し
て
 

資
料
で
は
「
：
：
発
泡
 

胃
の
急
激
な
膨
ら
み
と
、
高
濃
 

目
的
と
し
、
受
診
者
へ
の
苦
痛
 

た
。
発
泡
剤
の
究
泡
速
度
を
水
 

量
は
当
セ
ン
タ
ー
で
使
用
し
て
い
 

"を
使
用
し
た
。
②
実
際
の
検
 

^
 
^
で
飲
用
し
て
も
ら
い
、
水
 

易
さ
と
の
ア
ン
ケ
︱
ト
調
査
を
 

一
受
診
者
で
発
泡
剤
を
水
で
飲
 

画
像
を
比
較
し
た
。
.̂

 ，
，
 

結
果
及
び
考
察
、
：
：
受
 

(
発
泡
剤
を
水
で
飲
用
時
)
と
 

い
」
、
じ
人
孑
︱
)「
飲
み
に
 

と
変
わ
ら
な
い
」
と
い
、
つ
回
答
 

発
泡
剤
を
飲
む
と
満
腹
感
が
少
 

と
い
う
こ
と
が
証
明
で
き
た
。
 

よ
り
気
分
が
悪
く
な
る
と
い
、
つ
 

発
泡
剤
を
お
で
飲
用
す
る
点
I 

の
溶
け
残
り
で
あ
る
が
、
多
く
 

残
り
が
あ
っ
て
も
障
害
陰
影
と
は
な
ら
な
い
 

撮
影
時
に
！
3の
付
着
を
よ
く
す
る
た
め
に
 

の
溶
け
具
合
も
促
さ
れ
た
と
田
わ̂
れ
る
。
 

真
の
画
質
も
よ
く
な
つ
て
い
た
。
 

時
間
は
増
え
た
が
、
受
診
者
の
負
 

る
。
』
 

近
、
被
検
者
か
ら
「
新
聞
で
は
バ
リ
 

よ
い
と
書
い
て
あ
っ
た
。
何
故
そ
う
 

が
で
て
、
一
々
説
明
す
る
の
が
大
変
 

法
」
は
悪
い
よ
う
に
と
ら
れ
困
っ
て
 

生
局
学
会
で
同
セ
ン
タ
︱
放
射
線
科
 

た
「
発
泡
剤
の
飲
用
方
法
に
つ
い
て
 

い
る
。
 

剤
を
お
で
直
接
飲
む
こ
と
に
よ
り
、
 

度
お
の
濃
度
低
下
を
防
ぐ
こ
と
を
 

の
緩
和
と
画
質
の
向
上
を
め
ざ
し
 

と
お
と
で
比
較
し
た
。
①
発
泡
剤
 

る
5き
と
し
、
水
は

び̂
、
お
は
^
 

診
で
受
診
者
に
発
泡
剤
を
お
，
ぉ
. 

で
飲
用
し
た
時
と
比
較
し
た
飲
み
 

行
っ
た
。
る
....今
回
は
、
同
 

用
し
た
時
と
、
お
で
飲
用
し
た
時
の
 

診
者

名̂
中
、
以
前
の
飲
用
方
法
 

比
べ

人̂
(お
お
)が
「
飲
み
や
す
 

く
い
」
、
9人
3き
が
「
以
前
 

が
得
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
で
、
お
で
 

な
く
、
お
の
喉
の
通
り
を
妨
げ
な
い
 

ま
た
、
発
泡
剤
を
お
で
飲
む
こ
と
に
 

こ
と
も
な
か
っ
た
。
 

で
一
番
心
配
さ
れ
た
の
は
、
発
泡
剤
 

は
溶
け
残
り
が
な
く
、
若
干
溶
け
 

評
価
さ
れ
た
。
こ
れ
は
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
 

，
リ
ン
グ
を
十
分
に
行
っ
て
お
り
、
発
泡
剤
 

，
，
，
一
と
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ま
で
、
本
地
方
会
で
も
「
発
泡
剤
の
服
用
」
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
 

ま
す
が
、
こ
の
方
法
が
絶
対
だ
と
い
、
つ
と
こ
ろ
ま
で
、
是
非
が
追
求
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
 

過
ぎ
て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
機
会
に
「
発
泡
剤
の
服
用
」
に
つ
い
て
、
今
回
の
新
聞
記
事
へ
の
感
想
や
反
論
と
 

同
時
に
、
 

①
ど
の
時
機
に
、
何
グ
ラ
ム
を
、
ど
の
よ
う
に
服
用
さ
せ
る
か
。
 

②
被
検
者
へ
の
「
発
泡
剤
の
服
用
」
の
説
明
方
法
。
 

な
ど
、
各
施
設
の
参
考
に
な
れ
ば
と
、
「
発
泡
剤
の
飲
ま
せ
方
」
を
胃
集
検
に
携
わ
 

る
放
射
線
技
師
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
 

山
梨
県
健
康
管
理
事
業
団
 

竹
野
数
馬
 

私
が
胃
集
検
に
携
わ
っ
て
年̂
 

経
過
し
た
。
そ
の
間
技
術
的
、
制
 

度
的
に
又
機
器
機
材
、
薬
品
に
お
 

い
て
日
々
新
し
い
考
え
方
が
生
ま
 

れ
改
善
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
 

中
で
古
く
て
新
し
い
問
題
が
究
生
 

し
た
。
発
泡
剤
を
飲
ま
せ
る
タ
イ
 

ミ
ン
グ
で
あ
る
。
発
泡
剤
は
少
量
 

の
水
で
バ
リ
ウ
ム
の
前
に
飲
ん
で
も
 

ら
う
の
が
八
マ
ま
で
の
主
流
で
あ
っ
た
 

が
、
何
人
か
の
先
輩
諸
氏
は
「
発
 

泡
剤
は
バ
リ
ウ
ム
の
後
で
飲
ま
す
ベ
 

き
だ
」
と
数
年
前
か
ら
提
言
し
て
 

い
る
。
そ
れ
は
長
年
の
研
究
を
基
 

に
し
て
の
御
意
見
で
あ
っ
た
。
 

胃
集
検
の
現
場
に
お
い
て
も
画
 

質
の
改
善
に
つ
な
が
る
と
、
学
会
 

等
で
意
見
を
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
 

普
及
に
は
及
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
 

あ
る
。
そ
れ
が
今
回
幾
つ
か
の
検
 

診
機
関
が
、
以
前
よ
り
研
究
を
進
 

め
て
実
践
し
て
き
た
『
発
泡
剤
の
 

飲
用
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
』
を
 

発
表
し
た
。
 

画
質
の
改
善
と
受
け
や
す
い
胃
 

集
検
に
す
る
に
は
、
と
言
、
つ
，
」
と
 

を
前
提
に
発
泡
剤
の
飲
ま
せ
る
タ
 

イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
検
討
し
た
よ
、
つ
 

だ
。
今
回
『
凳
泡
剤
の
飲
用
方
法
 

に
つ
い
て
の
検
討
』
の
研
究
発
表
 

を
拝
聴
し
て
早
速
私
も
試
み
て
み
 

た
。
そ
の
結
果
水
に
よ
る
バ
リ
ウ
ム
 

の
希
釈
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
確
 

か
に
画
質
は
改
善
さ
れ
、
バ
リ
ウ
ム
 

で
飲
む
，
」
と
に
よ
り
急
激
な
発
泡
 

が
抑
え
ら
れ
、
発
泡
時
の
ァ
ヮ
も
 

少
し
時
間
を
お
く
と
消
え
た
(胃
 

液
の
質
に
よ
り
い
く
ら
待
っ
て
も
消
 

え
な
い
泡
も
あ
っ
た
)等
々
の
評
価
 

が
得
ら
れ
た
。
 

し
か
し
、
良
い
事
づ
く
め
で
は
 

な
く
、
小
腸
へ
の
バ
リ
ウ
ム
の
流
れ
 

だ
し
が
気
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
バ
 

リ
ウ
ム
の
濃
度
と
量
、
受
診
者
へ
の
 

体
位
変
換
、
口
 
︱
リ
ン
グ
の
方
法
、
 

撮
影
順
序
等
に
注
意
を
は
ら
う
-」
 

と
な
ど
を
、
総
合
的
に
解
決
し
て
 

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
 

メ
ー
力
ー
に
よ
り
発
泡
剤
の
発
泡
 

時
間
の
異
な
る
製
品
が
あ
る
の
で
、
 

数
社
の
製
品
を
試
験
し
て
み
る
こ
 

と
も
必
要
で
あ
る
。
 

終
り
に
受
診
者
の
反
応
を
書
き
 

添
え
る
。
『
バ
リ
ウ
ム
で
発
泡
剤
を
 

飲
む
』
こ
の
方
法
を
試
行
し
た
結
 

果
、
発
泡
時
間
が
遅
い
の
で
撮
影
 

が
終
わ
る
ま
で
ゲ
ッ
プ
を
楽
に
我
 

慢
で
き
、
胃
検
診
が
受
け
ら
れ
や
 

す
く
な
つ
た
よ
、
つ
で
あ
る
。
バ
リ
ウ
 

ム
で
発
泡
剤
を
飮
む
こ
と
に
つ
い
て
 

も
特
に
受
診
者
か
ら
ク
レ
︱
ム
は
な
 

か
っ
た
。
 

画
質
が
改
善
さ
れ
、
受
診
者
の
 

反
応
も
良
好
で
あ
っ
た
『
バ
リ
ウ
ム
 

で
発
泡
剤
を
飲
む
』
と
い
う
方
法
 

は
、
4マ
の
と
こ
ろ
と
て
も
良
い
評
価
 

を
得
て
い
る
。
 

東
松
山
市
立
市
民
病
院
 

小
島
精
一
 

胃
の
撮
影
法
は
、
胃
検
診
で
あ
 

れ
精
密
検
診
で
あ
れ
基
本
的
に
同
 

じ
で
あ
る
が
、
バ
リ
ウ
ム
の
量
、
濃
 

度
、
鎮
痙
剤
の
有
無
、
使
用
装
置
 

(直
接
，
間
接
、
ォ
︱
バ
ー
，
ア
ン
 

ダ
丄
、
検
査
体
制
な
ど
様
々
で
、
施
 

設
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
っ
て
 

い
る
。
ま
た
、
口
 
︱

リ

ン

グ

や

ピ

ッ

チ
 

ン
グ
な
ど
の
基
本
的
な
撮
影
手
技
に
 

つ
い
て
も
、
そ
の
回
数
や
方
法
が
異
 

な
る
場
合
が
あ
り
必
ず
し
も
一
定
で
 

は
な
い
。
 

泡̂
剤
の
服
用
に
つ
い
て
も
、
発
 

泡
剤
「
何
さ
」
を
「
何

の̂
水
ま
 

た
は
バ
リ
ウ
ム
」
で
「
い
つ
飲
む
か
」
 

等
々
、
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
お
ら
 

ず
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
施
設
格
 

差
を
認
め
る
。
 

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
バ
リ
ウ
ム
 

濃
度
は
従
来
よ
り
も
高
く
、
総
量
 

は
従
来
よ
り
少
な
い
量
を
使
う
様
 

に
な
っ
て
来
た
が
、
発
泡
剤
服
用
の
 

水
の
量
に
よ
っ
て
は
田
1！
内
で
薄
ま
り
、
 

バ
リ
ウ
ム
濃
度
が
出
来
上
が
り
よ
り
 

極
端
に
低
下
す
る
場
合
が
あ
る
。
 

こ
の
様
な
状
況
か
ら
被
検
者
は
 

「
何
が
適
正
で
何
が
不
適
正
か
」
知
 

る
由
も
な
い
。
ま
し
て
や
「
ど
、
つ
す
 

れ
ば
精
度
の
高
い
写
真
が
撮
れ
る
 

か
」
な
ど
判
断
に
苦
し
む
と
こ
ろ
 

で
、
理
解
に
乏
し
い
素
人
に
は
正
し
 

い
評
価
を
行
う
-」
と
は
困
難
で
あ
ろ
 

う
。
裏
を
介
せ
ば
手
抜
き
の
検
査
 

ほ
ど
、
披
検
者
は
|吾
ぶ
の
で
は
な
い
 

か
と
錯
覚
さ
え
覚
え
て
し
ま
う
。
 

し
当
院
の
発
泡
剤
服
用
法
(
人
 

間
ド
ッ
ク
の
場
合
) 

発
泡
剤
総
量
.さ
き
 

服
用
の
方
法
と
服
用
時
期
-"水
 

30̂
で
撮
影
直
前
(腹
臥
位
粘
 

膜
像
の
前
) 

1
披
検
者
へ
の
説
明
(
検
査
経
 

験
の
有
無
は
事
前
に
把
握
し
て
お
 

リ
ウ
ム
を
飲
む
前
に
胃
袋
を
 

す
お
薬
を
飲
ん
で
い
た
だ
き
 

ま
す
。
口
に
溜
め
る
と
泡
が
出
て
 

飲
め
な
く
な
る
の
で
溜
め
な
い
で
飲
 

ん
で
下
さ
い
」
 

※
胃
の
撮
影
に
関
す
る
注
意
点
 

や
目
的
、
方
法
を
パ
ネ
ル
掲
示
し
て
 

い
る
。
 

ま
た
、
鎮
痙
剤
を
筋
注
す
る
の
 

で
、
揉
ん
で
る
間
看
護
婦
が
補
足
 

説
明
を
し
て
い
る
。
 

1新
聞
記
事
へ
の
感
想
 

07月

日̂
付
け
の
新
聞
、
 

発
泡
剤
服
用
の
記
事
は
一
部
の
施
設
 

の
試
み
で
あ
っ
て
、
こ
の
方
法
が
べ
ス
 

ト
の
方
法
と
し
て
認
可
さ
れ
る
に
は
 

至
っ
て
い
な
い
。
様
々
な
角
度
か
ら
 

の
ァ
プ
ロ
 
︱
チ
で
理
論
的
に
は
納
得
 

出
来
る
し
、
実
際
こ
の
方
法
を
試
 

し
て
見
る
と
効
果
的
で
あ
る
，
」
と
を
 

改
め
て
認
識
し
た
。
し
か
し
撮
影
 

の
組
み
立
て
方
(
撮
影
順
序
)
に
 

よ
っ
て
は
、
発
泡
時
間
の
影
響
も
あ
 

り
反
論
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
 

「̂
な
ぜ
発
泡
剤
を
新
聞
記
 

事
の
様
に
バ
リ
ウ
ム
で
飲
ま
せ
な
い
 

か
」
の
ク
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
自
施
 

設
で
の
見
解
を
用
意
し
て
置
く
こ
 

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ま
 

た
撮
影
法
や
体
位
変
換
、
口
︱
リ
ン
 

グ
に
つ
い
て
も
同
様
で
る
。
 

お
今
後
何
か
と
「
人
に
優
し
 

い
検
査
」
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。
 

バ
リ
ウ
ム
の
温
度
、
容
器
、
堅
い
透
 

視
台
な
ど
チ
ヨ
ッ
ト
し
た
工
夫
が
効
 

を
奏
す
る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
マ
ン
 

ネ
リ
化
に
走
る
の
で
な
く
、
常
に
創
 

意
工
夫
や
研
究
心
を
養
う
-」
と
が
 

重
要
で
、
そ
れ
が
消
化
管
撮
影
の
 

精
度
向
上
と
「
人
に
優
し
い
険
査
」
 

の
進
歩
発
展
に
連
が
る
も
の
と
考
 

え
る
。
 

二
巿
北
蒲
原
郡
総
合
健
康
開
発
 

セ
ン
タ
︱
 

田
中
芳
文
 

1-発
泡
剤
を
ど
の
時
機
に
、
何
グ
 

ラ
ム
を
、
ど
の
様
に
服
用
さ
せ
て
い
 

る
力
 

バ
リ
ウ
ム
服
用
の
約
30秒
ま
え
 

に
、
水
"赳
(消
泡
液
2血
)で
発
 

泡
剤
61；
&を
服
用
。
な
る
べ
く
口
の
 

奥
に
入
れ
一
気
に
飲
み
込
ん
で
も
ら
 

，
ま
¬

え
 そ
の
と
き
の
被
検
者
へ
の
説
明
 

「
こ
の
発
泡
剤
を
飲
み
ま
す
と
胃
 

の
中
で
空
気
に
変
わ
り
、
し
ぼ
ん
で
 

い
る
田
冃
袋
を
大
き
く
膨
ら
ま
し
ま
 

す
。
そ
の
時
、
41̂激
に
田
！
：
が
膨
ら
む
 

た
め
ゲ
ッ
プ
が
出
そ
う
に
な
り
ま
す
 

が
、
な
る
べ
く
我
慢
し
て
下
さ
い
。
 

も
し
ゲ
ッ
プ
を
出
し
ま
す
と
、
せ
つ
 

か
く
膨
ら
ま
し
た
胃
が
し
ぼ
ん
で
 

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
も
う
 

一
度
飲
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
 

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
」
 

1発
泡
剤
を
水
で
服
用
す
る
理
 

由
 当

セ
ン
タ
ー
で
は
発
泡
剤
の
役
 

割
，
効
果
と
し
て
、
 

り
多
量
(ら

)̂の
発
泡
剤
を
 

使
用
し
て
過
伸
展
な
画
像
と
す
 

る
。
 

乃
過
伸
展
に
よ
り
、
ぜ
ん
動
を
 

：
&,缶
す
る
 

曰̂
通
の
胃
型
の
場
合
、
過
伸
 

展
に
よ
り
バ
リ
ウ
ム
服
用
時
か
ら
 

口
︱
リ
ン
グ
開
始
ま
で
に
、
十
一
一
 

指
腸
へ
の
バ
リ
ウ
ム
流
出
は
ご
く
僅
 

か
で
あ
る
。
 

過
去
に
画
質
の
向
上
を
目
的
 

と
し
て
、
発
泡
剤
の
服
用
時
機
. 

旦
平
バ
リ
ウ
ム
流
出
，
気
泡
等
検
討
 

し
ま
し
た
。
 

「
バ
リ
ウ
ム
が
先
か
、
発
泡
剤
が
 

先
か
」
で
は
、
バ
リ
ウ
ム
の
付
着
を
 

優
先
す
れ
ば
バ
リ
ウ
ム
が
先
、
バ
リ
 

ゥ
ム
の
流
出
を
少
な
く
す
る
に
 

は
、
発
泡
剤
を
先
に
服
用
す
る
 

方
が
良
い
の
結
論
を
得
た
。
当
セ
 

ン
タ
ー
で
は
バ
リ
ウ
ム
流
出
を
嫌
い
 

後
者
を
選
択
し
ま
し
た
。
 

都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
の
検
討
 

項
目
に
「
バ
リ
ウ
ム
流
出
に
つ
い
 

て
」
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ど
う
 

だ
っ
た
で
し
よ
、
つ
か
。
 

原
稿
依
頼
を
受
け
十
数
例
試
 

み
た
と
こ
ろ
、
発
泡
時
問
が
長
い
 

た
め
か
バ
リ
ウ
ム
の
流
出
は
多
い
と
 

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
求
 

め
る
画
質
、
受
診
者
へ
の
苦
痛
緩
 

和
、
対
象
年
齢
、
生
活
環
境
、
時
 

間
等
を
考
慮
し
た
上
で
、
各
施
 

設
い
ろ
い
ろ
な
撮
影
方
法
が
あ
っ
て
 

よ
い
と
田
心
い
ま
す
。
 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
近
年
受
診
 

者
の
約
3割
は
70歳
以
上
の
高
 

齢
者
で
年
々
増
加
傾
向
で
す
。
高
 

齢
者
に
対
し
て
は
、
画
質
優
先
で
 

は
な
く
『
や
さ
し
い
胃
検
診
』
を
 

心
掛
け
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
 

は
、
「
以
前
よ
り
飲
み
や
す
い
」
と
 

い
う
、
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
の
 

方
法
も
高
齢
者
に
対
し
試
行
し
 

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

早
期
胃
癌
検
診
協
会
中
央
診
 

療
所
 

北
川
ま
ゆ
み
 

私
も
、
朝
日
新
聞
の
記
事
を
 

IIて
、
発
泡
剤
の
飲
用
を
改
め
て
 

^̂
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
 

し
た
。
 

ま
ず
、
バ
リ
ウ
ム
で
服
用
し
た
 

場
合
、
発
泡
が
3分
と
い
う
時
 

間
も
あ
い
ま
い
で
す
。
メ
ー
力
ー
の
 

実
験
デ
︱
タ
で
は
、
5分
は
掛
か
 

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
胃
集
検
の
 

場
合
は
発
泡
し
き
る
前
に
検
査
が
 

終
わ
る
こ
と
に
な
り
、
良
い
検
査
 

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
、
贊
 

成
で
き
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
発
泡
剤
の
量
が
増
 

え
、
発
泡
剤
服
用
の
際
に
腹
部
痛
 

を
訴
え
る
人
が
以
前
よ
り
も
多
く
 

な
り
、
こ
れ
も
無
視
で
き
な
い
事
 

実
だ
と
思
い
ま
す
。
 

1：
ど
の
時
機
に
何
グ
ラ
ム
を
ど
 

の
よ
ラ
に
服
用
さ
せ
て
い
る
か
 

服
用
45る
時
機
に
つ
い
て
は
、
 

バ
リ
ウ
ム
を
服
用
す
る
前
に
飲
ま
 

せ
て
い
ま
す
。
バ
リ
ウ
ム
の
〗
刖
か
後
 

か
と
い
う
の
は
、
以
前
か
ら
言
わ
 

れ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
現
在
の
一
咼
 

濃
度
，
低
粘
性
の
バ
リ
ウ
ム
で
あ
れ
 

ば
、
「
発
泡
剤
の
後
」
で
も
付
着
が
 

際
立
っ
て
悪
く
な
る
こ
と
は
あ
り
 

ま
せ
ん
し
、
逆
に
「
発
泡
剤
の
前
」
 

に
バ
リ
ウ
ム
を
服
用
す
る
と
、
丄
咼
 

濃
度
，
低
粘
性
バ
リ
ウ
ム
は
流
動
 

性
が
良
い
の
で
、
士
一
指
腸
へ
の
流
 

出
が
大
き
く
な
る
と
考
え
ま
す
。
 

ま
た
、
食
道
の
一
一
重
造
影
撮
影
の
 

た
め
に
も
、
発
泡
剤
が
先
の
ほ
う
 

が
良
い
と
田
い̂
ま
す
。
 

1発
泡
剤
の
飲
用
方
法
は
^

 ̂
 

の
水
で
、
5；
；
&；
'65；
&服
用
さ
せ
て
 

い
ま
す
。
(被
検
者
に
よ
っ
て
多
少
 

量
は
変
え
て
い
ま
す
) 

1そ
の
時
の
被
検
者
へ
の
説
明
 

発
泡
剤
を
服
用
し
て
も
ら
う
 

前
に
、
お
腹
を
膨
ら
ま
す
薬
で
、
 

胃
の
検
査
に
は
必
要
な
も
の
で
あ
 

る
こ
と
を
説
明
し
、
飲
用
す
る
と
 

お
腹
が
張
っ
て
く
る
が
、
検
査
中
 

は
げ
っ
ぷ
を
し
な
い
よ
、
つ
に
心
が
け
 

る
こ
と
、
お
腹
が
張
っ
て
我
慢
で
き
 

な
い
と
き
は
申
し
出
る
よ
、
つ
に
：
汪
 

意
し
検
査
に
入
り
ま
す
。
 

私
は
、
こ
の
記
事
の
あ
と
、
直
 

接
ル
ー
チ
ン
検
査
で
発
泡
剤
の
飲
 

用
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
 

ま
し
た
。
結
果
、
バ
リ
ウ
ム
で
飲
用
 

し
て
も
ら
う
方
が
、
お
腹
が
急
に
 

張
っ
て
く
る
、
」
と
が
な
く
な
つ
た
と
 

い
う
被
験
者
の
方
が
多
い
よ
う
で
 

し
た
。
 

一
一
重
造
影
中
心
の
撮
影
法
に
 

な
つ
て
か
ら
、
前
壁
の
一
一
重
造
影
を
 

必
須
と
す
る
た
め
、
発
泡
剤
の
量
 

が
以
前
よ
り
増
量
の
傾
向
が
あ
り
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哩：3，'た謹 
【ス一バー がん保續] 1口保瞻職：終身 I 

保峰内8 ご本人 
診断給付金 一時金として100万円 

入院給付金 1曰につき1万5千円 
1力月は0日）の場合45万円 

在宅療養給付金 1返院にっき（退院時に）20万円 

通院給付金 13にっき5千円 

死亡保険金 150万円 

攀家族ぐるみのご契約もできます。 
※診断給付金̂通院給付金亡保険金については.支払事由発生 
時の年齡が满65歳以上の場合はそれぞれ半8になります。 

屮 
『 "ひ Iル 'お 0【胄 " ^ 乂】保噪站閣： 1 0 ^ 

保峰内3 
「がん」以外で入!̂されたとき 
疾病（災害）入院初期給付金一時金として2万円 

疾病窨1入8給付4の支払われる入81をされたとき 
疾病（災害）入院給付金 1日につき5千円 
「がん」"外の病51または災害で18続して531̂上入院されたときほ日目から） 

手術されたとき 
手術給付金1回につき(手術の檑81により）5*10.20万円 

気̂または傷害で所定の手術をされたとき 
參保19は自動更新により90歲までご継繞いただけます。 
疾̂病（災害）入院給付金は.主契約の入院給付金が支払われる日は、 
お支払I 、の対象とはなりません。 

く引受保険会社〉あなたがしっかり考えて選ぶ保険会社でありたい。一 

^1^2アメリカンファミリー生命 
〒163七456東京都新宿区西新宿2-1-1新宿三井ビル003-3344-2701(代表） 

健 康 ^ 援 回 

胃 集 検 通 信 平 成 1 1 年 9 月 1 0 日 

近年11.は1011と上部消化管疾患、特に胃炎、消化性潰瘍の密接 

な関連が明ら力、とされつつある力5'、最も注目されているのは胃癌との関 

連である。 

現在までの胃痛とはは10ねに関する研究は、疫学的研究が中心で 

ある力、その多くが胃癌と！!."104の関連を指示する内容である。昨 

年発表された！^^め凼の手法を用レ、た解析でも、若年者胃癌、 

早期胃癌、噴門部以外の胃癌力なりョ.1̂ 1014と密接に関連すると報 

告されているり 

さらに、最近動物実験でョ仍1ぉ感染単独で高率に胃癌力5発生し 

たとの衝撃的な報告力5あり之）、胃癌とIIは1011との関連の詳細が明ら 

力、とされる日もそう遠くはないものと期待される。 

このIIひ10バ診断法として現在臨床でもちいられている診断法は、 

侵IIてき方法と非侵8的方法に大別でき、前者は内視鏡検査時に採 

取した生検組織を用いた鏡検法、迅速ウレァーゼ法、培養法であり、 

後者は血中抗体や尿中抗体及び呼気を用いた方法である。前者は 

日常の診療の延長上で施行可能であるが、組織生検が必要であるこ 

と、さらに胃内の9タゲ1011の分布力《均一ではないための531111)11118 

が問題となる。一方、抗体法は広く疫学的研究にも用いられている 

が、必ずしも現在の感染を反映せず、さらに近年では用いるキットによ 

り感度が異なるとの指摘もある。 

'や-尿素を用いる1や-尿素呼気試験（！^丁：じ!̂ ! 8化3111丁ば）は 

最も非侵襲的であり、力つ531̂ 11118 61X01の問題力1なぐ現在感度、 

特異度とも最も優れた検査法と考えられている。3〉なお、安定同位 

元素である'では放射活性を持たないため'でと同様に扱える。さら 

に、コンパ外な赤外分光分析装置も開発されたため3〉、その簡便性 

力、らも今後さらに重要な診断法となると考えられる。1999年6月、へ 

リコパクター.ピロリ感染診断用剤として「ユービット！?」（大塚製 

薬（株））と呼気中131：02分析装置「1X61111-1化200赤外分光分析 

装置」(大塚電子（株)）力化もに製造承認を受け発売される予定で 

ある。さらにIIほ104除菌薬剤力2承認されれば患者さんにとつてはさ 

らに朗報となるであろう。 

〈参考文献〉 

1〉1111311经10. 61 31： 1̂613~&031̂ 815 0ど1116ば1お1005ヒか1)61^6611化0 

6&̂ 1̂01156『0|？051ひVI【乂 &0(1̂ 351110 031106̂  0お【1(̂ 11お!"。10^ 1̂998； 

114：1169-1179 

2〉 ̂ 31&113̂ 61ニ 61 &1：1161100わ30お!" 口)̂ 01110̂ *6011011111(111008 ̂ 381110 0&11-

061-11101008011311^！^.第4回日本へリコバクタ一学会抄録集1998 

3〉じ11313 15. 61 &1：8111(̂168 0『13し-わ1^31111651 10『 1̂3̂ 110818 01 

006&01̂  ；3乂10『111116011001111̂ 3111】011111310『03311*061116！"010̂ 1̂998； 

33:6-13 

4〉 0113115. 61 31：1116 11811'-100 ！3002 ̂ ！!1^^ 311&1̂ 2611：00011)31*18011 

661̂ 661110̂ &1*6(13̂ 6011*00161110 &1131乂515 311(101383 8̂)601！'00161110 &031̂ ~ 

518. ̂ 61100^16^1998； 3： 49-53 

ま
す
。
そ
の
た
め
、
発
泡
剤
飲
 

用
直
後
、
腹
部
痛
を
訴
え
る
被
 

検
者
が
増
え
た
こ
と
は
事
実
 

で
、
バ
リ
ウ
ム
で
飲
用
さ
せ
る
こ
 

と
に
よ
っ
て
そ
の
苦
痛
が
緩
和
さ
 

れ
る
、
」
と
も
.5の
よ
う
で
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
よ
 

、
つ
に
そ
の
ま
ま
.II！
同
濃
度
バ
リ
ゥ
 

ム
で
発
泡
剤
を
飲
ま
せ
た
場
 

合
、
発
泡
剤
が
完
全
に
発
泡
せ
 

ず
、
胃
の
中
に
細
か
い
泡
と
な
つ
 

て
残
っ
て
し
ま
、
つ
こ
と
、
ま
た
バ
 

リ
ウ
ム
の
；
8状
態
も
変
化
し
、
 

い
い
写
真
1良
い
検
査
に
は
な
ら
 

な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
 

最
近
、
高
濃
度
バ
リ
ウ
ム
の
 

濃
度
が
、
泡̂
剤
を
飲
用
す
る
 

際
の
水
の
量
で
濃
度
低
下
す
る
 

話
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
 

そ
の
点
は
バ
リ
ウ
ム
で
飲
用
す
れ
 

ば
、
低
下
せ
ず
に
す
み
ま
す
。
 

で
も
、
本
当
に
胃
の
中
で
20
 

0V〜
V呢
も
の
濃
度
が
必
要
 

な
の
で
し
ょ
う
か
。
 

今
回
バ
リ
ウ
ム
で
発
泡
剤
を
 

飲
用
さ
せ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
 

非
常
に
ば
た
つ
い
た
ギ
ト
ギ
ト
し
 

た
写
真
に
な
っ
て
し
ま
い
、
良
い
 

写
真
と
い
え
る
も
の
で
は
あ
り
 

ま
せ
ん
で
し
た
。
 

発
泡
剤
の
飲
用
方
法
を
試
み
 

て
、
消
泡
液
の
入
っ
た
水
で
、
1
 

00が
/V免
程
度
に
薄
め
た
 

バ
リ
ウ
ム
20

 
^
程
で
究
泡
剤
を
 

飲
用
す
る
の
が
、
被
検
者
に
も
 

や
さ
し
く
写
真
に
影
響
の
な
い
 

方
法
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

今
後
、
被
検
者
へ
の
配
慮
を
 

含
め
た
検
査
の
あ
り
方
が
、
問
 

わ
れ
る
時
代
に
な
る
と
思
い
ま
 

す
。
も
ち
ろ
ん
良
い
写
真
、
情
 

報
量
の
多
い
写
真
を
提
供
し
て
、
 

早
期
で
癌
を
見
つ
る
こ
と
が
、
 

被
検
者
に
対
す
る
一
番
の
配
慮
 

で
す
が
、
そ
の
場
で
わ
か
る
目
 

に
見
え
る
心
く
ば
り
も
要
求
さ
 

れ
る
と
思
い
ま
す
。
 

日
本
健
康
倶
楽
部
千
葉
支
 

部
 

山
岸
忠
好
 

朝
日
新
聞
の
日
曜
版
に
掲
載
 

さ
れ
た
、
「
粲
泡
剤
の
投
与
法
」
 

が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。
 

今
ま
で
の
発
泡
剤
の
投
与
法
 

は
、
バ
リ
ウ
ム
を
服
用
す
る
前
 

か
後
か
が
一
般
的
で
あ
つ
た
が
、
 

こ
の
記
事
で
は
バ
リ
ウ
ム
と
一
緒
 

に
投
与
し
て
、
受
診
者
の
ゲ
ッ
 

プ
の
恐
れ
や
、
水
で
服
用
し
た
 

時
の
不
快
感
を
軽
減
し
、
し
か
 

も
画
質
も
向
上
し
た
と
言
う
。
 

自
身
の
経
験
で
も
、
空
腹
時
 

に
4\5グ
ラ
ム
の
発
泡
剤
を
一
 

気
に
水
で
服
用
す
る
と
、
た
だ
 

ち
に
発
泡
す
る
た
め
自
律
神
経
 

の
反
射
の
せ
い
か
、
一
瞬
ぐ
ら
ぐ
 

ら
と
し
て
、
確
か
に
あ
ま
り
気
 

持
の
良
い
も
の
で
は
な
い
。
 

「
バ
リ
ウ
ム
服
用
後
の
発
泡
剤
 

投
与
は
、
バ
リ
ウ
ム
の
小
腸
流
 

出
を
促
進
さ
せ
る
」
学
説
が
あ
 

る
が
、
当
施
設
で
は
バ
リ
ウ
ム
服
 

用
後
に
、
水
で
発
泡
剤
を
飲
用
 

さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
職
域
や
 

地
域
を
含
め
て
受
診
者
か
ら
の
 

苦
情
は
殆
ど
な
い
。
 

記
事
に
な
る
前
、
こ
の
研
究
 

は
本
学
会
で
発
表
さ
れ
拝
聴
し
 

た
が
、
発
泡
剤
の
胃
内
発
泡
完
 

了
時
間
は
「
水
で
投
与
が
^ 

秒
」
で
、
「
バ
リ
ウ
ム
で
投
与
が
 

6倍
の
3分
」
と
言
う
が
、
蠕
 

動
が
は
じ
ま
つ
て
か
ら
撮
影
開
 

始
で
は
、
小
腸
へ
の
バ
リ
ウ
ム
流
 

出
と
気
泡
の
消
失
を
！
し̂
危
 

俱
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

絰
験
で
は
、
殆
ど
の
気
泡
は
 

口
︱
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
消
失
し
て
 

も
、
新
た
に
発
生
す
る
気
泡
も
 

あ
っ
て
、
そ
れ
等
が
残
泡
と
し
 

て
捉
え
ら
れ
、
「
ポ
リ
Iプ
？
」
 

と
読
影
さ
れ
苦
慮
し
た
記
憶
が
 

あ
る
。
 

然
し
乍
ら
、
現
今
の
高
澳
度
 

バ
リ
ウ
ム
は
微
粒
子
よ
り
も
粗
 

粒
子
が
主
で
あ
る
の
で
、
発
泡
 

薬
剤
の
進
歩
と
相
ま
っ
て
、
バ
リ
 

ゥ
ム
で
服
用
し
て
も
親
和
性
が
 

良
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
 

一
般
の
被
検
者
は
新
聞
が
報
 

道
す
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
服
用
 

法
が
正
し
い
の
で
は
と
評
価
す
 

る
が
私
は
賛
成
で
き
な
い
。
受
 

診
者
へ
の
や
さ
し
い
配
慮
は
必
 

要
不
可
欠
な
の
で
、
そ
の
配
慮
 

と
画
質
の
良
否
を
天
秤
し
て
、
 

学
術
的
に
メ
リ
ッ
ト
が
理
解
で
 

き
れ
ば
、
大
い
に
こ
の
投
与
法
 

で
実
践
し
学
び
た
い
と
思
う
。
 

発
泡
剤
の
投
与
法
が
、
ど
ん
 

な
方
法
で
も
結
果
が
良
け
れ
ば
 

良
い
の
だ
か
ら
。
 

慶
応
が
ん
セ
ン
タ
︱
 

田
中
耕
次
 

以
前
、
バ
リ
ウ
ム
付
着
の
良
い
 

画
像
を
得
る
に
は
、
発
泡
剤
は
 

ど
の
诗
期
に
ど
の
よ
う
に
飲
ん
 

最
近
、
介
護
保
険
や
医
療
制
度
改
革
に
関
す
る
記
事
は
^̂
が
、
が
ん
検
診
に
関
連
す
 

让
る
新
た
な
情
報
も
目
に
付
く
。
 

6月
に
日
「
日
経
」
朝
刊
に
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
診
断
薬
の
左
記
の
コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
た
化
 

の
で
、
大
塚
製
薬
に
更
に
詳
し
い
研
究
内
容
の
》
」
報
告
を
お
願
い
し
た
。
 

1一
 

一
ぼ
283

 

 ̂

難
ピ
ロ
リ
菌
感
染
 

5
胃
潰
瘍
の
原
因
秋
に
も
発
売
 

大
塚
製
薬
は
十
七
日
、
慢
 

性
胃
炎
や
胃
遣
瘍
(か
い
よ
 

う
)の
原
因
に
な
る
と
さ
れ
 

る
へ
リ
コ
バ
ク
タ
I
 
，

ピ

ロ

リ
 

菌
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
 

か
を
簡
単
に
検
査
で
き
る
診
 

断
薬
「
ュ
ー
ビ
ッ
ト
」
を
開
 

発
、
製
造
承
認
を
取
得
し
 

た
と
発
表
し
た
。
粉
末
の
薬
 

を
水
で
飲
ん
で
か
ら
、
一
一
十
 

分
後
に
吐
き
出
し
た
息
を
 

分
析
す
る
こ
と
で
、
感
染
の
 

有
無
を
診
断
で
き
る
。
同
社
 

は
子
会
社
を
通
じ
て
分
析
 

装
置
も
開
発
し
て
お
り
、
現
 

在
、
承
認
申
請
中
。
大
塚
製
薬
 

は
今
秋
に
も
発
売
す
る
計
画
 

だ
。
 

「
ュ
ー
ビ
ッ
ト
」
は
天
妖
ゆ
の
炭
 

素
の
中
に
わ
ず
か
に
存
在
す
る
 

安
定
同
位
体
炭
素
で
作
っ
た
尿
 

素
を
含
ん
で
い
る
。
胃
に
ピ
ロ
リ
 

菌
が
い
る
と
、
尿
素
は
ア
ン
モ
ニ
 

ァ
と
ー
一
酸
化
炭
素
に
分
解
さ
 

れ
、
一
一
酸
化
炭
素
は
息
を
吐
く
 

と
と
も
に
排
出
さ
れ
る
。
こ
の
 

中
に
あ
る
同
位
体
炭
素
の
量
を
 

謂
ぺ
て
ピ
ロ
リ
菌
へ
の
感
染
を
診
 

断
す
る
。
分
析
作
業
は
十
分
 

ほ
ど
で
終
わ
る
た
め
、
検
査
 

結
果
が
出
る
ま
で
に
必
要
な
 

時
間
は
三
十
分
程
度
と
い
 

ケ
。
ピ
ロ
リ
菌
が
い
な
け
れ
 

ば
、
尿
素
は
そ
の
ま
ま
排
せ
つ
 

さ
れ
る
。
 

ピ
ロ
リ
菌
へ
の
感
染
を
診
断
 

す
る
場
合
、
従
来
は
内
視
鏡
 

を
使
っ
て
胃
の
組
織
を
取
り
 

出
し
た
り
採
決
す
る
と
い
つ
た
 

作
業
が
必
要
で
、
体
へ
の
負
 

担
が
重
か
っ
た
。
 

ピ
ロ
リ
菌
は
胃
の
中
に
す
み
 

つ
い
て
胃
潰
蕩
な
ど
を
起
，
」
す
 

原
因
に
な
る
と
さ
れ
、
欧
米
 

で
は
除
茵
療
法
が
普
及
し
て
 

い
る
。
 

頑
張
る
あ
な
た
に
、
心
強
い
ェ
Iル
を
お
く
る
保
険
。
 

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
Iの
〈
健
康
応
援
団
2《
ズ
〉
で
す
 

い
ち
ば
ん
心
配
な
が
ん
の
保
障
は
も
ち
ろ
ん
、
 

割
安
な
保
険
料
で
病
気
.ケ
ガ
ま
で
ま
と
め
て
保
障
。
 

い
ざ
と
い
う
時
に
い
っ
し
ょ
に
全
力
で
闘
う
、
 

預
り
に
な
る
保
険
で
す
。
 

だ
ら
良
い
か
の
テ
ー
マ
で
幾
つ
か
 

の
方
法
を
検
討
し
た
こ
と
が
 

あ
っ
た
。
 

当
時
の
バ
リ
ウ
ム
は
、̂
^ 

V
/
み
呢
位
が
標
準
的
な
濃
 

度
で
あ
っ
た
。
 

①
バ
リ
ウ
ム
を
先
に
、
次
ぎ
に
 

発
泡
剤
を
飲
む
と
バ
リ
ウ
ム
付
 

着
が
よ
く
な
る
。
 

②
少
量
の
バ
リ
ウ
ム
を
飲
み
、
 

前
庭
部
を
中
心
に
圧
迫
撮
影
を
 

す
る
と
適
度
な
圧
迫
が
で
き
微
 

細
病
変
が
見
つ
か
る
。
そ
の
後
、
 

発
泡
剤
と
全
量
の
バ
リ
ウ
ム
を
 

飲
む
と
前
底
部
の
付
着
が
良
く
 

な
る
等
の
結
論
を
得
て
、
実
際
 

に
ル
︱
チ
ン
検
査
に
取
り
入
れ
 

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
 

し
か
し
、
検
査
を
続
け
て
い
 

く
う
ち
に
問
題
点
も
生
じ
た
。
 

バ
リ
ウ
ム
を
先
に
飲
み
後
か
ら
発
 

泡
剤
を
使
用
す
る
と
泡
が
消
え
 

に
く
い
。
特
に
胃
内
に
粘
液
や
 

痰
唾
等
が
多
い
被
検
者
は
、
と
 

り
か
え
し
の
つ
か
な
い
画
像
に
 

な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
小
腸
へ
 

の
流
出
が
多
く
な
る
。
 

高
濃
度
バ
リ
ウ
ム
の
開
発
に
よ
 

り
、
先
に
水
で
発
泡
剤
を
飮
ん
 

で
も
、
十
分
な
体
位
変
換
を
す
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
バ
リ
ウ
ム
：
！
1：
 

着
の
良
い
画
像
が
得
ら
れ
る
よ
 

う
に
な
つ
た
。
 

朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
 

「
東
.̂都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
の
 

バ
リ
ウ
ム
溶
液
で
発
泡
剤
を
飲
 

む
方
法
」
は
、
何
処
の
施
設
で
 

も
一
度
は
検
討
し
て
い
る
よ
う
な
 

気
が
す
る
"し
か
し
、
結
果
と
 

し
て
泡
の
消
え
残
り
や
、
一
部
被
 

検
者
の
バ
リ
ウ
ム
の
付
：
！
^̂に
 

よ
る
画
像
の
低
下
が
あ
^̂
、
 

発
泡
剤
服
用
を
水
や
濃
度
の
低
 

い
、̂
^

 
V
/
が
免
位
の
バ
リ
 

ゥ
ム
溶
液
に
、
切
り
替
え
て
い
る
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

自
施
設
で
「
東
京
都
が
ん
検
 

診
セ
ン
タ
ー
発
表
」
を
検
証
し
 

て
み
た
。
 

な
発
泡
剤
の
溶
け
残
り
 

(
対
象
症
例
：
？
：
)
，
 

①
無
し
^
 % 

@̂し
あ
り
%̂
 

③
沢
山
あ
り
6%
 

亡
発
泡
剤
の
飲
み
易
さ
(前
回
 

と
比
較
し
)
 

(
対
象
症
例
お
)
 

①
飲
み
易
い
！
%̂
 

②
飲
み
難
い
？

 ̂

③
変
わ
ら
な
い
？
3̂
 

結
果
は
東
京
都
が
ん
検
診
セ
 

ン
タ
︱
報
告
と
同
傾
向
で
あ
つ
 

た
。
 

ま
た
、
大
多
数
の
症
例
は
良
 

い
結
果
に
な
っ
た
が
、
①
「
術
後
 

胃
」
、
②
「
粘
液
.痰
唾
等
残
 

渣
が
多
い
胃
」
は
、
何
回
口
︱
リ
 

シ
グ
し
て
も
泡
は
と
れ
ず
、
バ
リ
 

ゥ
ム
付
着
は
ム
ラ
が
多
く
診
断
 

不
能
と
な
る
。
 

ル
︱
チ
ン
検
査
で
は
00事
前
 

情
報
は
あ
る
(集
団
検
診
で
は
な
 

い
と
こ
ろ
も
あ
る
)が
、
②
の
事
 

前
情
報
は
全
く
な
い
。
 

数
は
少
な
い
が
、
極
端
に
画
 

像
評
価
が
悪
く
な
る
検
査
法
が
 

普
及
す
る
の
は
難
し
い
と
思
 

う
。
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I . 「超音波内視鏡による三次元面像診断」 

藤田保健衛生大学第二病院内科 

^ 「大腸ポリぺ外ミーの適用と診断」 

京都がん協会 

V， 「大腸検査の偶発症と対策」 

浜松医大第一内科 

[教育セミナーII ](大腸検査に従事するメディカルスタッフのためのセミナー） 

ワークショップI ， 「注腸バリウムの開発と現状」 

司会元慶応大学病院中央放射線技術室 

株式会社カイゲン 

堀井薬品工業株式会社 

太田製薬株式会社 

伏見製薬株式会社 

教育講演I ， 「大腸検診における免疫学的便潜血反応の有用性」 

愛知三の丸病院 

II. 「21世紀の大腸検診への提言」 

京都がん協会 

！ . 「八105患者の内視鏡検査と内視鏡像」 

都立駒込病院 

IV ， 「大腸検診におけるX線、内視鏡の位置づけ」 

慶応大学病院放射線診断部 

ワークショップ!!. 「注腸検査の質的向上を求めて」一描出に苦労する領域— 

慶応大学病院放射線診断部 

慶応大学病院中央放射線技術室 

〔第2日〕11月14日（日） 

特別講演I ， 「大腸腫瘍の病理学的諸問題」 

国立力5んセンター中央病院病理 

11. 「大腸集検の現状と問題点」 

】8仙台病院 

会長講演「大腸検査の前処置に関する二、三の考察」 

帝京大学第三内科 

|シンポジウム〗.「大腸癌深達度診断のための検査法」 

^ 司会 北里大学東病院 

東邦大学大橋病院 

※（演題公募） 

シンポジウムII ， 「大腸疾患の1̂ 311113319〖510ひ」 

司会 田坂記念クリニック 

1〖，，ュ. 獨協医科大学病理 

※（演題公募） 

調査報告「全国集計からみた大腸癌検診の現況（第9報)」 

成城木下病院 

静岡県立大学 

一般演題 ※（演題公募） 

芳野純治 

多田正大 

金子栄蔵 

佐 藤 忠 

原 耕 三 

雨宮哲夫 

富樫三津雄 

森 智 

小林世美 

多田正大 

山田義也 

今 井 裕 

今 井 裕 

都築史郎 

下田忠和 

望月福治 

中村孝司 

勝又伴栄 

酒井義浩 

佐竹儀治 

藤盛孝博 

村上義次 

西 垣 克 

第4回卒後研修会案内 

期 曰 

会 場 

交 通 

受講資格 

受講生 

申込方法 

受講料 

指定口座 

申込先 

申込締切 

問合先 

：平成11年11月20日（土）午後1時～21日（日）正午ひ泊2日） 

：湯河原厚生年金会館静岡県熟海市泉107 

1610465-63-3721 

：東海道線，湯河原駅下車，タクシー5分，ノ《ス10分 

：】～21回までの「消化管撮影技術研修会」修了生 

：先着70名 

：指定口座に受講料〈2万8千円）を振込み 

ハガキに①氏名，②生年月日，③研修会修了証番号，④施設名，所在地, 

⑤自宅住所を明記し郵送ください。 

：2万8千円（宿泊，食事代付き） 

：三和銀行虎ノ門支店，普通預金，口座番号5399802 

口座名日本消化器研修会 

：〒240̶0003横浜巿保土ケ谷区天王寺町2̶44̶9 

神奈川県労働衛生福祉協会放射線科石渡良徳 

：平成11年9月30日（定員になり次第締め切ります） 

：045̶333̶8711石渡良徳（神奈川県労働衛生福祉協会） 

03-5800-7093今井仁彦（トヨタ自動車東京本社） 

〔研修会プログラム〕 

(第1日）11月20日 

13 ： 00-14 ： 20 「画像診断学」 

講師 癌研究会付属病院 丸山雅ー 

14 ： 35～15 ：15 「学会の動向と技師の位置付（認定制度を中心に）」 

講師 神奈川県労働衛生福祉協会 石渡良徳 

15 ： 30～：17 ： 00 「21世紀に向けての胃集検の展望」 

講師 国立力《んセンター中央病院名誉院長 市川平三郎 

18 ： 00-20 ： 00 「日常業務における問題点」 

司会 トヨタ自動車東京本社 今井仁彦 

(第2日）11月21日 

9 ： 00-10 ：15 「X線と内視鏡の症例検討」 

講師 社会保険中央総合病院 浜 田勉 

10 ：15～11：30 「画像の見方と質疑応答」 

講師 国立がんセンター中央病院 松江寛人 

11:30-12:00 「修了式」 

司会 卒後研修会委員長 木村行俊 

※受講者は必ず胃部X線写真（間接か直接）を持参して下さい。 

日本消化器集団検診学会関東甲信越地方で 

第32111放射線技師部会総会 

プログラム 

曰時： 

2 5 ^ 0 -

会長： 

実行委員長： 

主催： 

後援： 

参加費： 

9時 

9時30分 

平成11年10月I6日(土） 

サンシティ越谷市民ホール（小ホール） 

埼玉県越谷市南越谷1，2 8 7 6 -1 

0 4 8 9 - 8 5 - 1 1 1 1 

堤直葉（越谷市立病院） 

長谷川利次（大宮市医師会市民病院） 

日本消化器集団検診学会関東甲信越地方会放射線技師部会 

埼玉県越谷市、（社）埼玉県放射線技師会 

3 0 0 0円 

受付 

開会の辞 大宮中央総合病院 渡 辺 弘 

鬼沢利夫 

9時35分～10時15分 

一般演題 座長茨城県総合検診協会 

1.当センターにおける胃間接撮影法について 

一基本撮影11枚法について一 

土浦協同病院〇大津浩一池沢正明、桜井常雄、斉藤哲也、 

岩田照夫、小池公二、前田学、道下宣成、川田健一 

1.立位充盈像についての検討 
一長野県"町、住民胃検診51例のデータから一 

長野県厚生連佐久総合病院 〇鈴木隆夫、竹田隆次 

長野県厚生連小諸厚生総合病院 臼井健二 

3，消化管撮影における現像処理にっレ、ての諸問題 

慶応義塾大学病院 〇中村祐ニ朗、西平源平、都築史郎 

慶応がんセンター 

も間接撮影における造影剤と写真評価 

撮影技術研修会画像評価委員 

神奈川県労働衛生福祉協会 

大宮市医師会市民病院 

城西放射線技術専門学校 

1 0時 1 5分～ 1 1時 1 5特別講演座長越谷市立病院 

原点に力、えってルーチン検査を考えてみる 

(財）早期冒がん検診協会中央診療所 

11時15分～12時 会長講演 座長埼玉県立がんセンター 

消化管検査に携わる技師の視線解析 

第32回会長越谷市立病院 

̶̶昼食̶̶ 

13時～13時30半総会 

13時30半～15時10分市民公開講座 

司会放射線技師部会代表世話人 

市民と『がん』を語ろう 

国立がんセンター中央病院名誉院長 

(財）早期胃がん検診協会理事長 

15時10分～16時40分シンポジウム座長群馬県立医療短期大学 

消化管X線丁 Vの画像技術 

シンポジスト越谷市立病院 

千葉大学医学部附属病院 

癌研究会附属病院 

1 6時 4 0分閉会の辞次期会長長野厚生連佐久総合病院 

田中耕次 

〇福岡良和、石渡良徳 

長谷川利次 

大槻清孝 

堤 直 葉 

安達純子 

藤間英雄 

堤 直 葉 

石渡良徳 

市川平三郎 

平野邦弘 

阿部正巳 

加藤英幸 

小倉敏裕 

鈴木隆夫 

#当日、小ホールエントランスにおいて、技術賞受賞間接胃X線フィルムを展示いたします。 

#消化管撮影技術研修会テキストを新しく出版しましたので、販売いたします。 

《懇親会〉 

時間17時～19時 

会場サンシティ結婚式場4階桐の間 

会 費 5 0 0 0円 

に時力ち13時に世話人会を行います。会場サンシティ結婚式場4階橡の間 

〔問い合わせ先〕 

〒3 4 3 -"1，埼玉県越谷市東越谷10-47-1 
越谷市立病院放射線科丁见4 8 9 -6 5 -2 2 2 1 内 線 2 2 0 5 

第17回日本大腸検査学会総会 

期ト1：平成11年11月13日（土）午後1時～午後6時 

11月14日（曰）午前9時～午後5時 

会場：幕張メッセ国際会議場0尺京葉線海浜幕張下車徒歩5分） 

千葉市美浜区中瀬2̶1111 043-296-0001 

会長：中村孝司（帝京大学医学部第三内科） 

【プログラム】 

〔第1日〕11月13日（土） 

[教育セミナーI】 

教育講演1. 「じ丁 60(10お0は」 東京女子医大放射線科 

11. 「感染性腸炎の診断」駒込病院内視鏡科 

唐沢英偉 

加藤裕昭 
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【プログラム】 

[第1会場] 

9 ： 00 受付開始 

9 ： 3 0 ̃ 9 ： 3 5開会の辞 

9：35～10：05 「一般演題発表I」 

大会長 

座長 

吉 田 実 

伊原孝志（鹿児島県） 

10：05～11：05基調講演 

「取りこぼしのない撮影をするには̶上部消化管-」 

講師南風病院 

司会 岩本森巳 

35 「一般演題発表II」座長稲葉雅志 

0 5特別講演 

「21世紀の消化管撮影に携わるのは一医師か放射線技師か一」 

講師癌研究会付属病院 

司会 渡邊一知 

3 0 総 会 

3 0教育講演 

「撮影-読影-診断の関係」 

講師社会保険中央総合病院 

11：05～：11 

11：35～：12 

13 ： 00̃13 

13 ： 30～：14 

司会 

14 ： 30～：16 ： 00シンポジウム 

丁胃X線検査̶原点を見極めて一」 

司会 

16：00^17：00症例検討会 

「胃3例」 

「腸2例」 

佐 藤 忠 

曰问一浩 

司会 

助言者1尺仙台病院 

京都がん協会 

東京医科大学 

17 ： 00-17 

17 ：10～：17 

[第2会場] 

10 ： 00-11 

10次期大会長挨拶 

20閉会の辞 

0 0教育講演 

「消化管検査法につ！ 、て一X線' 

講師 

司会 

11：00-12 ： 0 0基調講演 

「これからの上部消化管撮影のあり方」 

講師 

司会 

内視鏡の位置付け一」 

京都がん協会 

藤田保健衛生大学 

種山恒雄 

丹谷延義 

西俣寛人 

(長崎県） 

丸山雅ー 

(北海道） 

浜 田 勉 

(東京都） 

(宮崎県） 

小川利政 

望月福治 

多田正大 

田浏崇文 

渡邊一知 

日高一浩 

多田正大 

(鳥取県） 

中澤三郎 

(岡山県） 

第 2 2 回 消 化 管 撮 影 技 術 研 修 会 案 内 

1.期日：平成12年2月23日～26日〈3泊4日） 

I. 会場：千葉厚生年金休暇センター 
千葉市中央区仁戸名町705 01043̶265̶5000〉 

3ー 受講資格：診療放射線技師、診療X線技師（団体̃個人地方会会員を優先） 

も募集数： 8 0名 

5，受講料：4万5千円 

宿泊料：3万5千円（食事代3泊9食分を含む） 

ァ.申込締切：平成11年12月31日（但し定員になり次第締切） 

？,.申込手続：受講料と宿泊料合計8万円を銀行口座に振り込み、そのコピーと申込書を下記に 

お送りください。申込書のない場合は申込先か問合先にお申しで下さい。 

え申込先：〒240̶0003横浜市保土ケ谷区天王寺町2̶44̶9 

神奈川県労働衛生福祉協会石渡良徳 

10.振込先：三和銀行虎ノ門支店、普通預金、口座番号5399802 

口座名二ホンショウカキケンシユウカイ 

II. 問合先：石渡良徳045̶333̶8711〈神奈川県労働衛生福祉協会） 

米倉福男03-5394̶3821(癌研究会付属病院） 

都築史郎03̶3353-1211(慶応義塾大学病院） 

※電話での問い合わせは月曜～金曜の午後にお願い致します。 

12.前泊費：研修日の前日ひ月22日）に宿泊希望者は、申込書にその旨記載し、前泊費（宿 

泊と朝食代）6千円を加算して下さい。 

画 像 で 豊 富 な 診 断 情 報 を ; 

コダックX線フィルム 

様々な診断現場で、高品質な画像を提供します。 

1供する 

間接撮影用フィルム 

卩「4フィルム 
直接撮影用才ルソフィルム 

インサイト9517953フィルム 

に011:03 

滑らかで奥ゆきのある 

ディティール描写力、 

識別性の高い視やすい 

診断画像を提供します。 

國微細な情報も逃さない高い鮮鋭性 

固ノイズの少ない優れた粒状性 

画識別性の高し、特性曲線形状 

國90秒処理による快適な作業性 

國新設計乳剤の採用による常に安定 
した処理性能 [ 高 画 質 フ ィ ル ム ] 

ミラ一カメラ用 は間接/！丄スボット撮影用 

コ二"間接撮影用フき！"1X7IV！曰/ま-!3 

コニ"株式芸社 ^？，屮メディカルイメージング專 

63-0512東京都新宿区西新宿 5^8**(03)3349-5182(^)中田支店；0821244-5246(^1本^I^*^8^03)3349-5175(代） 

日 本 消 化 器 集 団 検 診 学 会 関 東 甲 信 越 地 方 会 

第 1 回 超 音 波 部 会 学 術 集 会 （ 超 音 波 フ ォ ー ラ ム ) 

(プログラム） 

4時 

大会長 

会場費 

平成11年11月
27
日（土） 

新宿野村ビル15階 

コニカ株式会社会議室 

新宿区西新宿1-1ら-1は103̶3 3 4 9 
小野良樹（日本大学医学部第3内科） 

1000円（会員外1500円） 

1 8 

〔12時～〕受付開始 

〔12時30分～1時〕 

開会の辞 

来賓挨拶 

第1回会長 

【教育セミナ-

地方会代表世話人 

放射線技師部会代表世話人 

保健衛生部会代表世話人 

司会関東中央病院 

設計健保健康管理センター 

〔1時～1時50分〕 

「超音波検診技師の立場から」 

関東中央病院 

〔1時50分～2時45分〕 

「超音波検診肝臓」 

山梨県厚生連健康管理センター 

時40分〕 

胆嚢-臊臓」 

横浜市立病院がん検診センター 

時55分〕休憩 

〔3時55分～4時10分〕総会 

【基調講演】司会日本大学医学部第3内科 

〔4時10分～5時〕 

「超音波集検の展望」 

日本消化器集団検診学会理事 

〔 5時～〕閉会の辞 

時間5時より7時 

会場野村ビル4？ 「味の魚国」 

会費：3000円 

〔2時45分-

「超音波検診 

〔3時40分-

小野良樹 

丸山雅ー 

石渡良徳 

玉置扶美代 

小島正久 

大 波 忠 

山田清勝 

依田芳起 

増田英明 

小野良樹， 

竹原靖明 

第 1 2 回 日 本 消 化 管 撮 影 研 究 会 

日時： 平成12年2月12日（土）午前9時～午後5時 

会場： 宮崎県立芸術劇場（演劇ホール） 

〒880-8557宮崎市船塚3̶210 

参 加 費 ： 3 0 0 0 円 

皿 0 9 8 5 - 2 8 - 3 2 1 0 

《常任世話人-世話人会》 

日時：平成 1 2年 2月 1 1日（金）午後 5時～ 7時 

会場：プラザホチル宮崎（本館） 

〒880̶0866宮崎市川原町1̶1 

親 会 》 

： 平成12年2月11日（金）午後7時～9時 

： プラザホテル宮崎（別館） 

〒880̶0866宮崎市川原町1̶1 

参 加 費 ： 5 0 0 0 円 

孤 0 9 8 5 - 2 7 - 1 1 1 1 

151 0985-27-1111 

間接撮影に最適な診断画像を提供します消化管撮影に求められる高品賓画像に最新技術で応えます 
肇コダック独自の丁-粒子乳剤技術を採用 攀5帥16-し3ザ「技術の採用でクロスオーバ-光を極限まで削減した鲜親度の高い画懞 

暑ハイシャープネスでくっきりとした高鮮鋭画像を実現參バリウムのヌケがクリアに感じられ、安定した高画質を提供 

^ ― I闩5八し丁闩1\4；\011̂ 0 0^15101^1 

^ 8 」
1
國 ： ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 一 

コダ;ジク株式会社ヘルスイメージン;^業部丁61.(03)5644-5160 
〒103-8540中央区曰本橋小網町6-1山万ビル[ホームページ1111(1：〃醫锨に。おに。。'おは) 
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〔効能，効果〕 

^胃清瘪 

，下記疾患の胃粘膜病変(びらん、出血、発赤、浮腫)の改善 

急性胃炎、慢性胃炎の急性増悪期 

0用法，用童、使用上の注意等は、製品添付文書 

をご参照ください。 

胃炎，胃潰瘍治療剤I指定医薬品I I薬価基準収載I 

乙 ] ス ヌ 靛 1 0 0 
1 \ 1 リ 0 0 5 ね 。 お ^ ^ ^ ^ ^ ^ レ バ ミ ピ ド 錠 

ぐ98.12作成) 

〔第4日〕2月268 (土） 

9：00～10：00 「フィルム総合評価（受講生持参フィルム）」 

司会 城西放射線技術専門学校 

大宮医師会病院 

神奈川県労働衛生福祉協会 

10 ： 00～：11：00 「二重造影法の生立ちと形態学（点線面形)」 

講師 癌研究会附属病院 

11：00～：12 ： 00 「総括一修了証授与ー閉講式」 

大槻清孝 

長谷川利次 

福岡良和 

丸山雅ー 

第 5 9 ( 1 1 日 本 消 化 器 集 団 検 診 学 会 関 東 甲 信 越 地 方 会 の 案 内 

醪 

会長 家崎智（群馬県医師会長） 

日時 平成12年3月25日（土） 

会場 群馬県社会福祉総合センター0尺新前橋駅下車北口^り：!!） 

[プログラム]案特別講演（仮題）「がんによる死亡をなくすには」 

演者獨協医科大学教授藤盛孝博 

シンポジウムI 「がん予防における保健婦の役割」 

シンポジウムII 「がん検診」問題点と将来像 

一老健法適用外、一般財源化により質と量はいかにあるべきか一 

※シンポジウムIとシンポジウムIIの演者は一部指定で、公募します。 

※「一般演題」締め切りは12月25日です。 ― 

(企画案） 

シンポジウムII 「がん検診」問題点と将来像 

̶老健法適用外、一般財源化により質と量はいかにあるべきか一 

検診費用の一般財源化の意義は、検診を行う施設-団体-市町村などが責任を今迄以上に担 

うことを意味している。即ち、これ迄の様に件数（量）のみを維持'増加するのではなぐいかに受 

診者力5納得できる質の高い検診を提供できる力'を明ら力、に提示し、効果についての評価も必ず行う 

ことが要求される。 

従って、検診を支えている財源を質と量のバランスでい力'に効率よく活用するかは、各施設'団体 

の努力にまかせられることになり、検診の価値観を考え直すよい機会ともいえる。 

そこで今回のシンポジウムでは、間東'甲信越の各地域の異なる機関力、らの問題点を提起してい 

ただき、それぞれの将来像を描き、それを実施に向けていくにはどうしたらよいかを検討したい。 

※「シンポジスト選考案」としては、対がん協会、都-県-市町村、より選出していただければと考 

えています。 

〔問い合わせ先〕 

事務局群馬県医師会（担当西田）亍371-0022前橋市千代田町1-7-4 

孤0 2 ^ - 2 3 1 ^ . 5 3 1 1 ^ 027-231-7667 

世話人今井貴子（群馬県健康"^ ^ ) ^ 7 1 ^ 2 ^ 5前橋市堀之下町16 - 1 

11 027-269-7813 027-269-7803 

^ 1 「リ」!^し! V I 
圍&I - &匕ザ0「巾3 

間 接 撮 影 画 像 の 質 的 変 革 

一 消 化 管 専 用 新 登 場 。 一 

「斷妾撮影I苗I像喊的変革」のコンセプトのもとに嶋された「組-？八」。 
その技術を採用した、消化管集団検診用フィルム「Î -ド6」新登場。 
最適な階調̂ ,汁による̂断しやすい1ぎI像て:集団検診に貢献します。 

【士メテ4カルイメージングフィルム 

(間接撮影) 

画質を重視した、標準感度の 

消化管集団検診用フィルムです。 

1.1スポットカメラ用としてご使 

用いただけます 

新2し1ひ立子^剤技)!！を用いた微,立^高81お度.標準感！！?)フィルムです。 

寧立状性の向上で傲細な病変まで描出できます 

重造影像から充盈像まで広I 、濃度領域を/ 、'ランス 

良く描出する最適な階調設計で診断しやすい画像が得られます。 

蕖事許可番号（神用）第0006号 

#5定した^114 
新2い(；^子乳剤の8用で.&固な,9像が形成され30抄処!！までの安 

定した処!！が可です 

。口通(サイズ） 

ロールタイプ：100國ズ]!). 5^ 
100̂ X45.7111 

《X科鑌求は直士メディカルシステム株式会社まで 

富士写真フィルム株式会社総き壳元富士メティカルシステム株式会社家寒15甲552膨第"し高ヒル〒比I 京̂ :)'おぉリ 

[研修会プログラム] 

〔第1日〕2月23日（水）. 

9：00～10：00 「開校式一オリエンテーション一」 

10:00-11：00 「がん検診に携わる技師の責任」 

講師 国立がんセンター中央病院名誉院長 市川平三郎 

11：00̃12 ： 00 「間接撮影、I 〉撮影技術」 

講師 日本健康倶楽部千葉支部 山岸忠好 

13： 0 0 ^ 1 4： 30 「間接撮影ぐII 〉標準撮影法」 

講師 横浜市民病院がん検診センター 今村清子 

14 ： 30～15 ： 00 「日本消化器集団検診学会部会組織について」 

講師 関東甲信越地方会放射線技師部会代表石渡良徳 

15 ： 00～：15 ： 30 「消化管検査医療事故対策」 

講師 東京医大霞ケ浦病院 鶴田恭央 

は：30～16：30 「受診者と術者の人間関係」 

講師 労働医学研究会検診中央本部 木村俊雄 

16：30～18：00 「胃の周辺臓器（解剖と画像)」 

講師 国立力5んセンター中央病院 松江寛人 

19 ： 00～21：00 「交流会-受講生，世話人，講師一」 

司会 慶応がんセンター 田中耕次 

〔第2日〕2月24日(木) 

9：00～10：00 「すとまつぶ」 

講師 消化管撮影技術研修会委員長 木村行俊 

10 ： 00^11：00 「胃の診断学（撮影法と症例)」 

講師 東京都がん検診センター 野本一夫 

11：00～12：00 「画像検討会」 

司会 神奈川県労働衛生福祉協会 本田今朝男 

13：00～14：30 「食道と胃の診断学（撮影と読影の基礎)」 

講師 多摩がん検診センター 細井董三 

14 ： 30～16 ： 00 「消化管診断学は線検査と内視鏡検査の位置付)」 

講師 社会保険中央病院 浜 田勉 

16 ： 00～17 ： 30 「大腸検査法」 

講師 慶応大学病院放射線診断部 今 井 裕 

18 ： 30^19 ： 30 「胃集検実態調査から見た精度管理のあり方」 

講師 神奈川県立厚木病院 村西久幸 

19： 30-21：00 「0尺の臨床評価」 

講師 慶応大学病院放射線診断部 杉野吉則 

慶応がんセンター 田中耕次 

〔第3日〕2月25日(金) 

9： 0 0 - 1 0： 00 「バリウム造影剤-発泡剤」 

講師 元慶応大学病院中央放射線技術室 佐 藤 忠 

10 ： 00～11：00 「撮影技術のコッ」 

講師 国立千葉病院 加藤博之 

11：00～：11：30 「後継者への教育」 

講師 東京医大霞ケ浦病院 安掛武ー 

11：30～12 ： 00 「消化管造影技師の法律問題」 

講師 元慶応大学病院中央放射線技術室 佐 藤 忠 

13 ： 00～：14 ： 30 「胃集検の効果」 

講師 新潟県立がんセンタ一新潟病院 佐々木寿英 

14： 3 0 ^ 1 6： 30 「自由討論」 

司会 霞ケ浦成人病事業団 海老根精二 

国立国際医療センター 田 中 隆 

16： 30～：17： 30 「胃の臨床病理」 

講師 エスアールエル細胞病理研究所 廣田映五 

19 ： 00-21：00 「症例検討会」 

X線所見 栃木県立がんセンター 石 川勉 

内視鏡所見 国立力5んセンター中央病院 山口肇 

病理組織学所見 Iスァ-"ル細胞病理研究所 廣田映五 

司会 栃木県保健衛生事業団 笹川道三 
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駄
だ
。
 

さ
て
、
十
一
月
に
「
超
音
波
 

フ
ォ
︱
ラ
ム
」
の
開
催
が
決
ま
つ
 

た
。
医
師
と
か
技
師
と
か
看
護
 

婦
と
か
の
垣
根
を
取
り
払
っ
て
、
 

一
堂
に
会
し
て
学
術
集
会
を
行
 

う
。
後
の
者
が
先
を
越
し
た
。
 

「
標
準
撮
影
方
式
」
を
特
集
し
 

た
が
、
放
射
線
技
師
に
は
「
標
 

準
撮
影
方
式
フ
才
ー
ラ
ム
」
を
 

開
催
す
る
知
能
は
な
い
の
か
。
 

慶
応
義
塾
の
講
演
で
、
芥
川
 

賞
作
家
の
辺
見
庸
さ
ん
は
「
後
 

年
、
日
本
国
民
は
千
九
百
九
十
 

九
年
を
、
1ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ス
ム
ロ
 

頭
の
年
と
同
じ
よ
う
に
、
何
故
 

そ
、
つ
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
後
 

悔
す
る
だ
ろ
う
」
と
話
し
た
。
 

「
戦
争
法
案
」
し
か
り
、
「
盗
聴
 

法
案
」
し
か
り
、
「
五
十
五
年
 

体
勢
で
押
し
止
ど
め
て
き
た
も
 

の
が
全
て
崩
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
 

と
""
 あ

と
数
力
月
後
の
"世
紀
 

は
、
「
集
団
」
に
寄
り
か
か
っ
て
 

い
る
と
き
で
な
い
し
、
放
射
線
 

技
師
が
医
師
の
助
け
舟
発
言
 

を
、
拠
り
所
に
し
て
い
る
時
代
 

で
も
な
い
。
世
も
変
わ
る
己
が
 

姿
も
心
も
変
え
る
。
(佐
藤
)
 


